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予算決算常任委員会 

 

平成２９年９月２０日（水）               

午 前 ９ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長  おはようございます。 

 昨日に引き続きまして、予算決算常任委員会を開会いたします。 

 きょうから平成２８年度の決算審査ということでよろしくお願いをいたしたいと

思います。 

 それでは、最初に市長のほうから御挨拶を。 

○加藤市長  おはようございます。昨日の補正予算審議に引き続きまして御参集

いただきましてまことにありがとうございます。 

 先ほど委員長がおっしゃっていましたように、本日から３日間の日程で平成２８

年度決算の認定について御審議をいただくことになりました。本定例会に上程いた

しました議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定について

から議案第５２号、平成２８年度尾鷲市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてまでの計４議案について審議をお願いするものであります。 

 さきの本会議で会計管理者より提案説明をさせていただきましたが、委員会での

決算の概要説明は、一般会計の歳入では会計管理者に行わせ、歳出及び各特別会計

につきましては各所管の長及び担当者に説明いたさせますので、どうかよろしく御

審議いただきますようお願い申し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 きょうの決算審査につきましては、皆さんにお配りの決算審査日程表のとおり取

り進めたいと思いますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それで、市長、副市長には出席していただいておりますけれども、決算につきま

しては新任されたばかりということで、その辺を御了解いただきまして質疑のほう

は市長、副市長に振らないようによろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、最初に代表監査委員さんの総評がありますので、よろしくお願いをい

たしたいと思います。どうぞ。代表監査。座ってください。 

 済みません。村田議員が病気のため欠席しておりますので、御了承いただきたい

と思います。では、どうぞ。 

○千種代表監査委員  皆さん、おはようございます。着席のまま失礼いたします。 
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 地方自治法第２３３条第２項の規定により、尾鷲市長から審査に付された平成２

８年度一般会計及び各特別会計決算について審査を行った結果、別冊の審査意見書

のとおり取りまとめましたので、その概要を御説明申し上げます。 

 それでは、お手元の平成２８年度尾鷲市一般会計・各特別会計歳入歳出決算審査

意見書１ページをごらんください。 

 Ⅰ、審査の対象は、平成２８年度一般会計歳入歳出決算並びに３本の特別会計歳

入歳出決算及び附属書類となります。 

 Ⅲ、審査の方法は、審査に付された決算書及び附属書類が法令の規定に基づき適

正に作成されているか、予算執行は議会の議決に沿って適正に行われているか、財

政運営上の問題点は何かという点に留意して、決算書類の計数を関係諸帳簿と照合

し、あわせて定期監査、例月出納検査等の結果も参考に慎重に審査いたしました。 

 Ⅳ、審査の結果は、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類はいずれ

も関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸帳簿と照合した結果正確

であると認めます。 

 次に、一般会計について２ページから５９ページまで、特別会計については６１

ページから７７ページまで、歳入歳出決算額を款別に前年度と比較し整理しました。 

 また、７８ページに実質収支に関する調書、７９ページから８１ページまで財産

に関する調書を整理させていただきました。 

 ８２ページの「むすび」をごらんください。 

 では、まず上から３行目の一般会計であります。平成２８年度の一般会計に係る

予算の執行、財産の管理など、財務に関する事務の執行はおおむね適正に処理され

ているものと認めます。 

 林業、水産業などの地場産業を初めとする本市の地域経済は後継者不足等により

長期にわたり低迷しています。また、平成２８年国勢調査における本市の人口は１

万８,００９人となり、少子高齢化の進行と人口減少は本市の財政にとっても厳し

い影を落としています。 

 そのような中、本年度は第６次尾鷲市総合計画前期基本計画の最終年度として、

本市の目指す将来都市像「共に創り 未来につなぐ 誇れるまち おわせ」の実現

に向けて市民との共創により持続的発展を目指し、さまざまな事業が実施されまし

た。 

 ６ページに戻っていただき、一般会計決算状況の表をごらんください。なお、表

上の表記は円単位ですが、以降全て万単位で説明させていただきます。 
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 一般会計の決算額は歳入が１０５億９３９万円で、歳出が１０２億３,７１３万

円となり、歳入歳出差引額が２億７,２２５万円の黒字となっております。 

 次に、８ページの（２）財政構造状況をごらんください。 

 財政構造状況を示す指数を見ると（ア）の財政力指数は０.３９２で、前年度と

比較すると０.００１ポイント上昇しています。 

 （イ）の経常収支比率は９６.４％で、前年度と比較すると０.９ポイント上昇し

ています。 

 次ページの９ページをごらんください。 

 （ウ）の公債費比率は１０.１％で、前年度と比較すると１.３ポイント低下して

います。 

 財政力指数、公債費比率はともに前年度よりやや改善しておりますが、経常収支

比率は前年度よりやや悪化し、全体として財政の弾力性は低水準であります。 

 １６ページをごらんください。 

 歳入の２１.５％を占める市税の収入済額は２２億５,６１７万円で、前年度と比

較すると１,０３４万円増加しております。 

 １ページ戻っていただきまして、１５ページの収入未済額は７,８４６万円で９

９８万円減少しています。 

 市税以外の収入未済額の合計は２,３２２万円で、３０１万円増加しています。

今後も収入未済額の一層の解消に努めていただきたいと思います。 

 さらに１ページ戻っていただきまして、１４ページの自主財源及び依存財源比較

表をごらんください。 

 本年度の歳入決算額の財源別構成比率は自主財源が３７.７％、依存財源が６２.

３％で、自主財源の割合は前年度と比較すると２.４ポイント上昇しています。 

 ３８ページをごらんください。 

 一方で、歳出決算額の性質別構成比率は、義務的経費が４２.９％、投資的経費

が９.１％、その他の経費が４８.０％で、前年度より投資的経費の割合が低くなっ

ています。 

 ８４ページをごらんください。 

 今後の財政運営について考察すると、少子高齢化や人口減少などにより自主財源

である市税収入が減少傾向にある上、依存財源である地方交付税が変動する懸念も

あり、歳入面において先行き不透明な状況が続くと推測されます。 

 一方、歳出面では、老朽化した公共施設の整備事業、第四保育園の移転新築、地
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場産業の産業振興対策や中長期的な防災減災対策の推進など、今後も財政需要は増

加するものと予想されます。このような厳しい財政状況における諸事業の実施推進

に当たっては、中長期的な視野に立ち、引き続き健全な財政運営を図られたいと考

えます。 

 次に、特別会計に移らせていただきます。 

 ６３ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計の決算額は、歳入が３１億４,４８１万円、歳出が３

０億３,１５４万円で、歳入歳出差引額が１億１,３２７万円の黒字となっています。 

 ６５ページの上段の表をごらんください。 

 国民健康保険税の収納率は８３.７％で、５年連続で８０％台を維持しています

が、今後も収納強化に努めていただきたいと考えます。 

 引き続き７０ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計の決算額は、歳入が６億２,６１８万円でした。 

 ２ページ先の７２ページ上段の歳出をごらんいただきますと６億８５９万円で、

歳入歳出差引額が１,７５９万円の黒字となっています。 

 続いて、公共下水道事業特別会計についてであります。 

 ７３ページをごらんください。 

 公共下水道事業特別会計の決算額は歳入歳出額ともに２７６万円で、歳入歳出差

引額はゼロであります。 

 私どもの意見といたしましては、平成２８年度の特別会計に係る予算の執行、財

産の管理など、財務に関する事務の執行についてもおおむね適正に処理されている

ものと認めますが、国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業については国の医療

制度改革の影響が大きい分野ですので、市民に対して安全安心の医療を保障するた

めにも、引き続き健全運営に努めていただきたいと考えます。 

 最後に９０ページから９５ページまで、平成２８年度尾鷲市基金運用状況につき

ましては、いずれの基金においても適正に運用されているものと認めます。 

 以上、一般会計及び各特別会計についての歳入歳出決算審査意見書の概要につい

て御説明申し上げました。なお、平成２８年度尾鷲市財政健全化及び経営健全化審

査意見書についてでありますが、いずれの健全化判断比率においても正確であると

認めます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 
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 ただいま代表監査のほうから２８年度の一般会計、特別会計の総評がございまし

た。特に何かありましたら御発言を、よろしいですか。 

 それでは、退席してください。ありがとうございます。 

 それでは、会計管理者兼出納室長のほうから御説明を願います。 

○北村会計管理者兼出納室長  おはようございます。出納室です。よろしくお願

いいたします。 

 それでは、進行表に基づきまして御説明をさせていただきます。 

 本日、私からは、１、決算総括の説明、２、一般会計歳入全般及び財産に関する

調書の説明、３、出納室に係る歳出の説明の大きく３項目について御説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、今回の決算審査に当たりまして、昨年度同様になるべく審議スケジュール

のとおり進めるための説明を行う、継続して実施している事業については簡潔に説

明を行う、重複するような説明は避ける、不用額の５０万円以上のもの、また不用

額の割合が大きいものについても説明を行う。 

 なお、一般会計の歳入につきましては出納室長が一括して説明をいたしますが、

詳細な説明を必要とするときは歳出説明時に担当課において説明を行うなどの内容

を各所属長宛てに通知させていただいております。その内容をもとに各所属長から

御説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず尾鷲市一般会計・特別会計歳入歳出決算主要説明書及び決算参考

資料に基づき総括的に説明をさせていただきます。 

 最初に、本会議でも使用しました平成２８年度尾鷲市一般会計・特別会計歳入歳

出決算主要説明書の２ページをごらんください。通知をさせていただきます。 

 各会計の実質収支額であります。平成２８年度の実質収支額は一般会計で２億６,

７１３万２,１７１円、国民健康保険事業特別会計で１億１,３２７万１,５４７円、

後期高齢者医療事業特別会計で１,７５９万１,７８９円、公共下水道事業特別会計

はゼロ円となりました。これによりそれぞれ翌年度へ繰り越しされることになりま

した。 

 次に、決算参考資料のほうに移らせていただきます。 

 １ページをごらんください。 

 上段の半ばから下段にかけて、一般会計款別歳入決算の推移を１,０００円単位

で５年度分お示しさせていただいております。平成２８年度の主なものとしまして

は、減少傾向にありました市税が２２億５,６１７万５,０００円、前年度比１,０
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３４万２,０００円の増加、中段の地方交付税におきましては３６億３３２万９,０

００円、前年度比１,５４３万３,０００円の減少、下段近くの寄附金におきまして

は１億１６９万５,０００円、前年度比２,２４３万３,０００円の減少となってお

ります。 

 １ページ最下段にあります平成２４年度から平成２８年度までの一般会計款別歳

入決算推移の合計を見てみますと、平成２４年度が約１０６億円、２５年度が約１

１１億円、２６年度が約１１０億円、２７年度が約１０８億円、２８年度が約１０

５億円となっており、５年平均いたしますと約１０８億円となっております。 

 歳入に対しまして歳出は隣の２ページをごらんください。 

 ２ページ最下段にあります平成２４年度から平成２８年度までの一般会計款別歳

出決算推移の合計を見てみますと、平成２４年度が約１０２億円、２５年度が約１

０７億円、２６年度が約１０８億円、２７年度が約１０５億円、２８年度が約１０

２億円となっております。５年平均しますと約１０５億円となっております。 

 次に、決算参考資料３ページをごらんください。 

 一般会計経費別歳出決算の推移であります。これは歳出を経費的性質に分類した

ものでありますが、ここでは義務的経費、投資的経費、その他の経費の全体に占め

る割合などを記載しております。 

 義務的経費につきましては人件費及び公債費が減少しており、扶助費が増加して

おります。 

 投資的経費につきましては普通建設事業費、災害復旧事業費ともに減少しており

ます。 

 その他の経費は特徴的な差異はございませんでした。 

 次に、少しページが飛びまして、６ページをごらんください。 

 この６ページから９ページにかけましては、過去８年間の市税の推移を記載して

おります。市税につきましては平成２３年度から年々減少しておりましたが、平成

２８年度では対前年度比は増加となりました。固定資産税及び軽自動車税の増加に

よるものであります。 

 次の１０ページから１３ページにかけましては国民健康保険事業及び後期高齢者

医療事業、二つの特別会計の資料でありますが、この特別会計の決算につきまして

は市民サービス課から説明させていただきますので、省略させていただきます。 

 次に、１４ページをごらんください。 

 １４ページから１７ページまでは給与費等の推移でありますが、平成２１年度で
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は職員数が２０５名、退職手当を除いた給与費等が約１４億７,７５７万１,０００

円でありましたが、平成２８年度では職員数が１８３名、給与費等が約１２億８,

５００万８,０００円と職員数が２２名、給与費等が約１億９,２５６万３,０００

円減少しております。 

 １８ページをごらんください。 

 １８ページ、１９ページは賃金等の推移でございます。年度によって金額の変動

がございますけれども、増加傾向となっております。 

 次に、２２ページをごらんください。 

 需用費の推移であります。総務費の消耗品費が大幅に減少しております。この主

な理由は防災費におけるエリアワンセグ受信端末整備減によるものであります。 

 反対に教育費の修繕料が増加しております。この主な理由は、中央公民館エレベ

ーター改修修繕及び市民文化会館空調設備修繕であります。 

 ２３ページをごらんください。 

 基金の推移でございます。平成２８年度は２４億３,００４万６,０１７円で、平

成２２年度からは２０億円台を維持しております。 

 次に、市債の状況について説明させていただきます。 

 ２４ページをごらんください。 

 この表は平成１４年度から平成２８年度までの市債の推移でございます。平成２

８年度に起債として借り入れた金額は、上から４段目の起債額の欄のとおり８億８,

６００万円で、償還した元金はその下の欄９億８,３１４万８,４１５円となってお

ります。この結果、市債年度末残高は一番上の欄のとおり１０９億７,４４７万５,

０７９円となり、その下段の対前年度増減額は９,７１４万８,４１５円の減少とな

っております。 

 次の２５ページは、平成２８年度地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充て

られる社会保障４経費、その他社会保障施策に要した経費でございます。 

 以上、決算主要説明書及び参考資料に基づく総括の説明でございました。 

 続きまして、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてのうち、歳入と財産に関する調書を御説明させていただきます。 

 なお、一般会計の歳出につきましては各所属から説明を行いまして、国民健康保

険事業特別会計及び後期高齢者医療事業特別会計は市民サービス課から、公共下水

道特別会計は建設課から説明させていただきますので、よろしくお願いをいたしま

す。 



－８－ 

 それでは、出納室作成資料の資料１をまずごらんください。通知させていただき

ます。 

 この表は歳出決算書に対し款別で担当所属をあらわした明細書でございます。 

 次に、２ページの資料２をごらんください。 

 これは先ほどの資料１をもとにし、所属別に並べ変えた明細書でございます。 

 ３ページの資料３は、２款総務費の一般管理費と諸費において複数の所属が重複

している部分がございますので、各課別の決算額を表にしたものでございます。こ

れら資料１、２、３につきましては各課の歳出決算の説明時に参考として御利用く

ださい。 

 それでは、まず歳入全般につきまして御説明をさせていただきます。 

 審査の時間の関係から目、節、備考欄等については主なもののみ申し上げさせて

いただきます。御了承ください。 

 では、決算書本冊の１４、１５ページ、尾鷲市歳入歳出決算事項別明細書をごら

んください。 

 １款市税は、調定額２３億５,２７１万５,１０６円に対し収入済額は２２億５,

６１７万５,１６５円、不納欠損額は１,８０７万６,７８０円、収入未済額は７,８

４６万３,１６１円であります。市税の詳細な説明につきましては後日税務課より

説明させていただきます。 

 同ページ下段に移りまして、２款地方譲与税の収入済額は５,１００万１,０００

円であります。 

 少し飛びまして、２６、２７ページをごらんください。 

 中段にあります３款利子割交付金の収入済額は３５２万１,０００円、４款配当

割交付金の収入済額は８６３万７,０００円、５款株式等譲渡所得割交付金の収入

済額は５０６万１,０００円であります。 

 次の２８、２９ページをごらんください。 

 ６款地方消費税交付金の収入済額は３億１,５９８万３,０００円、７款自動車取

得税交付金の収入済額は１,３６１万８,０００円、８款地方特例交付金の収入済額

は５７９万７,０００円、９款地方交付税の収入済額は３６億３３２万９,０００円、

１０款交通安全対策特別交付金の収入済額は２４７万５,０００円、１１款分担金

及び負担金につきましては収入済額１億３,４５０万１,８４６円、収入未済額６８

０万１,６３０円であります。 

 次に、３０、３１ページをごらんください。 



－９－ 

 １１款の内訳につきまして少し説明をさせていただきます。 

 １項負担金、１目民生費負担金の収入済額は１億１,４９２万４２６円、収入未

済額は６８０万１,６３０円であります。 

 収入済額の主なものは、３節老人福祉費負担金の老人ホーム入所者負担金１,２

２０万５,３０１円、４節児童福祉費負担金の保育所入所保護者負担金、現年度分

９,２６４万６,０００円でございます。収入未済額の主なものは、保育所入所保護

者負担金であります。 

 ２目衛生費負担金の収入済額は１,８８０万６,０００円で、収入済額の主なもの

は救急医療体制強化事業の紀北町負担金１,７５２万８,６４０円であります。 

 ３目商工費負担金の収入済額は３３万７,５００円であります。 

 ４目教育費負担金の収入済額は４３万７,９２０円であります。 

 次に、１２款使用料及び手数料の収入済額は１億２,７３９万５,７８２円、不納

欠損額は２万４,４００円、収入未済額は７１７万５,２００円であります。 

 ３２、３３ページをごらんください。 

 １項使用料の収入済額は３,４６２万４,３２０円、収入未済額は６５５万４,４

００円で、主なものについてのみ内訳を申し上げます。 

 ３目衛生使用料の収入済額は３９５万８,０００円であり、主なものは斎場使用

料３０９万７,０００円であります。 

 ４目農林水産業使用料の収入済額は３０９万５,０１０円であり、主なものは深

層水使用料２５２万２,６６０円であります。 

 ６目土木使用料の収入済額は２,２３６万７,３２５円、収入未済額は６４６万９,

４００円であります。収入済額の主なものは、道路井溝敷使用料７９２万５,３２

５円、市営住宅使用料、現年度分１,３９５万円で、収入未済額は全て市営住宅使

用料であります。 

 ７目教育使用料の収入済額は４７４万２,９１０円、収入未済額８万５,０００円

であります。 

 収入済額の内訳は、３２ページ下段から３５ページ上段にわたる備考欄のとおり

で、幼稚園保育料から武道場使用料まででございます。収入未済額につきましては

全て幼稚園保育料であります。 

 引き続き３４、３５ページをごらんください。 

 ２項手数料の収入済額は９,２７７万１,４６２円、不納欠損額は２万４,４００

円、収入未済額は６２万８００円であります。 



－１０－ 

 手数料も主なものについてのみ内訳を申し上げます。 

 １目総務手数料の収入済額は９１４万６,４５０円で、内訳は戸籍手数料や住民

票手数料が主なものでございます。 

 ２目衛生手数料の収入済額は８,３６１万８,２１２円、不納欠損額は２万４,４

００円、収入未済額は６２万８００円であります。不納欠損額及び収入未済額は全

てし尿処理手数料であります。 

 収入済額の主なものは、清掃工場持込処理手数料１,７０９万７,３００円、し尿

処理手数料、現年度分３,８８５万７,４００円、３７ページ中段に移っていただい

て、塵芥収集手数料２,５７１万８,１２２円であります。 

 引き続き３６、３７ページをごらんください。 

 次に、１３款国庫支出金の収入済額は１０億７,７６６万６,５４７円であります。 

 １項国庫負担金の収入済額は７億９,５０９万１,４６１円で、内訳は１目民生費

国庫負担金、１節社会福祉費負担金が１億９,５２７万６,５１２円であります。 

 ３８、３９ページをごらんください。 

 同じく２節児童福祉費負担金３億２,２８０万９４９円、３節生活保護費負担金

２億７,７０１万４,０００円であります。 

 次に、２項国庫補助金の収入済額は２億７,７９９万２,３６３円であります。内

訳は１目総務費国庫補助金が５,９３２万９,５３４円で、主なものは４１ページ中

段にあります地方創生加速化交付金３,９４６万１,５３４円であります。 

 引き続き４０、４１ページ中段をごらんください。 

 ２目民生費国庫補助金の収入済額は１億６,５３１万６,０００円で、内訳は１節

社会福祉費補助金が１億５,５０３万９,０００円、主なものは年金生活者等支援臨

時福祉給付金給付事業費補助金１億２,２６２万１,０００円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は７５０万３,０００円、４３ページ上段に移っていただ

きまして、３節生活保護費補助金は２７７万４,０００円であります。 

 引き続き４２、４３ページをごらんください。 

 ３目衛生費国庫補助金の収入済額は４２３万２,６６１円であります。主なもの

として、２節環境衛生費補助金の浄化槽設置整備事業補助金３７９万６,０００円

などであります。 

 ４目土木費国庫補助金の収入済額は１,８５０万９,１６８円で、内訳は１節道路

橋梁費補助金１,６１６万７,１６８円、２節住宅費補助金２３４万２,０００円で

あります。 



－１１－ 

 ５目教育費国庫補助金、１節教育費補助金の収入済額は４２０万５,０００円で、

主なものとしまして次のページ、４５ページの上段にあります特別天然記念物カモ

シカ食害対策事業補助金２４２万６,０００円などであります。 

 引き続き４４、４５ページをごらんください。 

 ６目商工費国庫補助金の収入済額は２,６４０万円であります。全て１節観光費

補助金の農山漁村振興交付金であります。 

 次に、３項委託金の収入済額は４５８万２,７２３円であります。主なものとし

まして、２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金の４３２万１,４４３円で、基

礎年金事務費交付金であります。 

 次に、１４款県支出金に移らせていただきます。収入済額は５億８,００２万４,

５８３円で、このうち１項県負担金は３億３,７２０万９,１３２円であります。主

なものは、２目の民生費県負担金であります。 

 その内訳としまして、１節社会福祉費負担金は２億２,０５０万７,８０７円で、

主なものは国保基盤安定負担金７,６１０万６,４６１円、三重県障害者自立支援給

付費等負担金７,８６０万７,１８６円、４７ページに移っていただきまして、後期

高齢者基盤安定負担金６,４４３万３,８１０円であります。 

 ２節児童福祉費負担金は１億９４９万２,２０７円で、主なものとして児童保護

措置費負担金７,８７１万６,２０２円であります。 

 ３節生活保護費負担金６１３万７,１１８円は、生活保護法第７３条による負担

金であります。 

 次に、２項県補助金の収入済額は１億９,５５２万４,５４７円で、このうち１目

総務費県補助金は３７８万円であります。主なものとしまして、地域減災力強化推

進補助金が３４２万３,０００円であります。 

 ２目民生費県補助金の収入済額は１億９９８万３,１８１円、そのうち１節社会

福祉費補助金は９,２７６万２,３８６円で、主なものは心身障害者医療費補助金３,

３０４万１,３９４円、４９ページをごらんいただきまして、三重県再生可能エネ

ルギー等導入推進基金事業費補助金３,９１３万１,０００円であります。 

 引き続き４８、４９ページをごらんください。 

 ２節児童福祉費補助金は１,３２７万３,７９５円で、主なものは一人親家庭等医

療費補助金６７９万８,７９５円、地域子ども・子育て支援事業費補助金５６５万

２,０００円であります。 

 ３節地方改善事業費補助金は３９４万７,０００円であります。 



－１２－ 

 次に、３目衛生費県補助金の収入済額は９５９万８,０４０円であります。内訳

といたしまして、１節保健費補助金は２５８万４,８４０円で、主なものは健康増

進事業補助金１１２万１,０００円、５１ページをごらんいただきまして、小児救

急医療支援事業補助金１０５万２,０００円であります。 

 引き続き５０、５１ページをごらんください。 

 ２節清掃費補助金は、電源立地地域対策交付金で５０６万５,２００円でありま

す。 

 ３節環境衛生費補助金は、浄化槽設置整備事業補助金で１９４万８,０００円で

あります。 

 次に、４目農林水産業費県補助金の収入済額は５,９４８万７,１５６円、内訳と

いたしましては１節農業費補助金が７２１万９,６７２円で、主なものは農業基盤

整備促進事業補助金３８５万円であります。 

 ２節林業費補助金の収入済額は３,６８８万３,４８４円で、主なものとしまして

は農山漁村地域整備交付金１,４７０万円、５３ページをごらんいただきまして、

みえ森と緑の県民税市町交付金１,２３１万２,０００円であります。 

 引き続き５２、５３ページをごらんください。 

 ３節水産業費補助金の収入済額は１,５３８万４,０００円で、主なものは水産物

供給基盤機能保全事業費補助金１,４８３万６,０００円でございます。 

 次に、５目商工費県補助金の収入済額は１４５万５,２５０円で、消費者行政推

進事業費補助金及び三重県南部地域活性化事業補助金であります。 

 ６目土木費県補助金の収入済額は９５１万８,９２０円で、主なものは地籍調査

補助金８１７万８,０００円であります。 

 ７目教育費県補助金の収入済額は１７０万２,０００円で、内訳は５５ページ備

考欄の記載のとおりでございます。 

 引き続き５４、５５ページをごらんください。 

 次に、３項委託金の収入済額は４,７２９万９０４円であります。主なものとし

ましては、１目総務費委託金４,０３５万６,８３３円のうち２節徴税費委託金２,

６７５万８３０円、３節選挙費委託金１,１６４万７,００５円、４節統計調査費委

託金１９３万２,０００円でございます。 

 ２目民生費委託金から５６、５７ページの６目教育費委託金は備考欄のとおりで

ございます。 

 続きまして、１５款財産収入に移らせていただきます。 



－１３－ 

 収入済額は３,６４９万４８８円であります。その内訳といたしまして、１項財

産運用収入、１目財産貸付収入、５８、５９ページに移っていただきまして、１節

土地建物貸付収入の収入済額は１,９６４万１２７円であります。 

 収入済額の主なものは、尾鷲中央駐車場や賀田駅前土地の貸し付けによる管財関

係土地貸付料、市有林地内での送電線設備に関する農林関係土地貸付料及び教員住

宅等貸付料などでございます。 

 ２目配当金は割愛させていただきまして、３目１節基金運用収入の収入済額は１

６２万１,０６９円で、定期預金利息などでございます。 

 ２目財産売払収入の収入済額１,５２２万２９２円は、主に立木売払収入であり

ます。 

 ６０、６１ページをごらんください。 

 １６款寄附金の収入済額は１億１６９万５,４８３円であります。収入済額の内

訳につきまして、１目一般寄附金は３０万円、２目総務費寄附金は７,１０１万４,

１３３円、これはふるさと納税３,３３６件分の寄附であります。 

 ３目民生費寄附金は８万１,３５０円、４目農林水産事業費寄附金は３,０３０万

円、一般財団法人尾鷲みどりの協会からによるものであります。 

 １７款繰入金の収入済額は８億５,３３８万８,７７８円で、１項基金繰入金の主

なものは１目財政調整基金繰入金の６億７,２２４万６,０００円であります。 

 ６２、６３ページをごらんください。 

 ７目ふるさと応援基金繰入金９,０５０万６,０００円は、本基金に積み立てたふ

るさと納税を繰り入れたものであります。 

 ２項特別会計繰入金は、特別会計の前年度精算による一般会計への繰り入れによ

るもので、後期高齢者医療事業特別会計から１,５３０万９,７７８円を繰り入れて

おります。 

 １８款繰越金の収入済額は３億３,１２５万６,２３６円、これは前年度繰越金で

ございます。その内容としまして、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金のうち備

考欄の２段目の環境課分１５万７,０００円から、６４、６５ページに移っていた

だきまして、備考欄福祉保健課分４３０万円までにつきましては、繰越明許費分で

ございます。 

 引き続き６４、６５ページをごらんください。 

 １９款諸収入の収入済額は１億１,５３８万３７３円、収入未済額は９２５万２,

３３７円であります。 
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 諸収入の内訳につきまして項別に説明いたします。 

 １項延滞金、加算金及び過料の収入済額５３０万８,７５４円は諸税滞納延滞金

であります。 

 ２項市預金利子の収入済額は１９万３,４０２円であります。 

 ３項貸付金元利収入の収入済額は１,０１９万３,８２８円、収入未済額は１３９

万２,５００円であります。 

 主なものにつきましては、２節奨学資金貸付金元利収入としての返還金９９５万

６,０００円であります。収入未済額１３９万２,５００円につきましても全て奨学

資金貸付金返還金であります。 

 ４項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、６６、６７ページをごらんいただ

いて、１節地域支援事業受託事業収入の収入済額は３,１０３万円であります。 

 引き続き６６、６７ページをごらんください。 

 ５項１目雑入の収入済額は６,８６５万４,３８９円、収入未済額は７８５万９,

８３７円で、収入未済額の主なものは３節民生費雑入の生活保護法第６３条、第７

８条及び７８条の２による返還金であります。 

 雑入につきましても多項目にわたりますので、主なものを説明させていただきま

す。 

 ６７ページの２節総務費雑入、備考欄の中段でございますが、システム利用負担

金８１６万円、これは新総合住民システムを利用している各会計からの利用負担金

でございます。 

 その下の三重県市町村振興協会市町村交付金が１,７７８万６,１５３円、これは

市町交付金及び消防救急デジタル無線活動波整備支援交付金であります。 

 少し飛びまして、７０、７１ページをごらんください。 

 ３節民生費雑入の主なものとしまして、備考欄の下から２行目、紀北広域連合負

担金前年度精算金７８０万９,８９２円であります。 

 次に、７２、７３ページをごらんください。 

 ４節衛生費雑入６０１万６,４６０円です。主なものとしまして、折橋墓地移転

事業に伴う賠償金４６８万７,２００円は三重県からの収入であります。 

 ６節消防費雑入のうち消防団員退職報償金収入２７７万４,０００円は、消防団

員等公務災害補償等共済基金からの収入でございます。 

 ７節教育費雑入の備考欄、下から２段目、日本スポーツ振興センター共済給付金

１４４万４,３９７円は学校の管理下で児童がけがをした場合に給付されるもので
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ございます。 

 次に、７４、７５ページをごらんください。 

 ２０款市債に移らせていただきます。予算現額９億１,５１０万円、調定額、収

入済額ともに８億８,６００万円であります。 

 市債の主なものを申し上げます。１目民生債は４億６６０万円、主なものは障害

者支援施設整備事業債８,３３０万円、第三保育園整備事業債２億３,３３０万円で

あります。 

 次に、７６、７７ページをごらんください。 

 ２目農林水産業債は５,６００万円であります。主なものとして、２節林道整備

事業債２,０８０万円、３節水産基盤整備事業債の水産基盤ストックマネジメント

事業債１,４８０万円、５節海洋深層水事業債１,６８０万円であります。 

 ３目土木債は７,１８０万円、主なものは４節都市計画事業債の街路整備事業債

３,７７０万円でございます。 

 ７８、７９ページをごらんください。 

 ４目消防債は１,７７０万円、主なものは消防車両等整備事業債１,０７０万円で

あります。 

 ５目臨時財政対策債は２億９,５２０万円であります。 

 ６目商工債が２,６３０万円、夢古道おわせ調理加工施設整備事業債であります。 

 ７目衛生債が５９０万円、予防接種事業債であります。 

 ８目総務債が６５０万円、情報セキュリティ強化対策事業で繰越分であります。 

 以上、歳入合計は予算現額１０５億２,２１８万円、調定額１０６億２,９１９万

７８９円、収入済額１０５億９３９万７,２８１円、不納欠損額１,８１０万１,１

８０円、収入未済額１億１６９万２,３２８円となりました。 

 以上、一般会計の歳入の説明でございました。 

 続きまして、４２６ページをごらんください。 

 財産に関する調書でございます。まず、１の公有財産の土地についてでございま

す。表の決算年度中増減高、区分、公共用財産のうちその他で７４３平方メートル

の増加となっております。これは主に矢浜浄土宝筐印塔区分変更増加分及び三木里

町内宅地区分変更減少分によるものでございます。 

 １段下になります宅地は２３７平方メートル増加となっており、これは三木里町

内宅地の行政財産を普通財産にしたものでございます。 

 ３段下の雑種地は０.０７ヘクタールの減少となっており、これは矢浜浄土宝筐
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印塔を普通財産から行政財産にしたものによるものでございます。 

 続きまして、４２７ページをごらんください。 

 建物についてでございますが、左側の欄、木造の決算年度中増減高の最下段をご

らんください。 

 公共用財産の区分、その他で８７３平方メートルが増加いたしました。これは主

に尾鷲第三保育園新築によるものであります。 

 ４２８、４２９ページをごらんください。 

 市有林についてでございます。表右側、制限林（保安林）の決算年度中増減高は

植栽の際に伴ったもので、直営林の造林が０.５７ヘクタール減少、雑木が０.５７

ヘクタール増加いたしました。 

 下段の有価証券につきましては増減はございませんでした。 

 ４３０、４３１ページをごらんください。 

 出資による権利でございます。区分の決算年度中、増減高の上から７段目、全国

遠洋沖合漁業信用基金協会出資金が８０万円増加で３,１６０万円となりました。

これによりまして、決算年度末現在の出資金等の合計は１億５,９９７万１,０００

円となりました。 

 ４３２、４３３ページをごらんください。 

 ２の物品ですが、普通乗用自動車、普通特殊自動車がそれぞれ１台増となり、小

型乗用自動車が１台減となりました。このことから決算年度末現在高は１台増で、

車両が１１７台、和船１隻となりました。この和船１隻は水産商工食のまち課管理

でございます。 

 続きまして、３の債権は奨学資金貸付金が６７０万１,０００円減少し、決算年

度末現在高が４,２３２万５,０００円、市民税特別徴収翌年度徴収金が２２２万６,

０００円減少し、８,４３２万円となりました。これにより債権の決算年度末現在

高は１億２,６６４万５,０００円となりました。 

 次に、４３４、４３５ページをごらんください。 

 ４の基金でございます。基金の決算年度中増減高は７,５１１万７,３７５円の減

で、決算年度末現在高は２４億３,００４万６,０１７円となりました。 

 以上で、一般会計歳入及び財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてのうち、出納室の歳出に係る部分を最後に御説明いたします。 

 まず、出納室の事務事業につきまして簡単に御説明をいたします。 
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 出納室は会計管理者兼出納室長を含め職員４名体制で市民の皆様から納められた

税金等、収納金や国・県等からさまざまな公金を受け入れております。また、一方

では支出される公金の内容をチェックし、法令規則等に基づいた事務処理がなされ

るよう心がけ、書類審査を行っております。さらに決算書の調整などの業務を行っ

ております。 

 それでは、出納室関係の平成２８年度歳出の決算について御説明をさせていただ

きます。 

 決算書のページを戻っていただきまして、８８、８９ページをごらんください。 

 一般会計歳出２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額７億９,

９８４万５,０００円に対しまして支出済額７億８,４０６万２,７４０円、不用額

１,５７８万２,２６０円でございます。この一般管理費につきましては複数の課に

またがっていることから、出納室歳出分のみを資料としてまとめましたので、これ

に基づき説明をさせていただきます。 

 出納室作成の資料４ページをごらんください。通知をさせていただきます。 

 資料４でございますが、表内の括弧書きにつきましては全ての所属の総額を記載

しております。 

 ２款総務費における出納室分の支出済額合計は１２９万１,１３７円で、会計事

務及び庁内事務経費でございます。 

 節別にて詳細を申し上げます。 

 まず、１１節需用費でございます。決算書では９０、９１ページに当たります。

１１節需用費９６万６,８５９円支出しております。内訳としまして、消耗品費で

は決算書関連消耗品やコピー用紙代等といたしまして２５万７,２９９円、印刷製

本費では市役所共用封筒の印刷製本費等で７０万９,５６０円の支出でございます。 

 次に、１２節役務費でございます。決算書では９０ページから９３ページの部分

になります。１２節役務費は２５万６,７９１円支出しております。内訳としまし

て、通信運搬費では口座振り込み通知用の切手代等で２１万２,９７２円、保険料

では全国市長会の公金総合保険の保険料４万３,８１９円の支出でございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料でございます。決算書では９４ページから９９ペ

ージの部分になります。１４節使用料及び賃借料は複合機使用料４万７,３６７円

を支出しております。 

 次に、１８節備品購入費でございます。決算書では９８、９９ページに当たりま

す。１８節備品購入費は職員用椅子購入費１万５,１２０円を支出しております。 
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 次に、１９節負担金、補助及び交付金でございます。決算書では引き続き９８、

９９ページの部分になります。１９節負担金、補助及び交付金は県下１４市会計管

理者で組織する三重県都市会計管理者協議会負担金５,０００円を支出しておりま

す。 

 一般管理費につきましては以上でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、２目利子、２３節償還金利子及び割引料でご

ざいます。決算書では３３４、３３５ページでございます。総予算現額９,５９１

万７,０００円に対しまして総支出済額９,５０９万４,３２７円、総翌年度繰越額

ゼロ円、総不用額８２万２,６７３円でございます。 

 そのうち出納室に係るものとしまして、予算現額８２万２,０００円に対しまし

て支出はゼロ円でございました。不用額８２万２,０００円は一時借り入れの際の

支払利息の未執行分でございます。２８年度も一時借り入れは行いませんでした。 

 出納室の決算につきましては以上でございます。御審議いただきまして御承認賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま出納室長のほうから平成２８年度一般会計の総括説明と出納室に係る決

算の説明がございました。御質疑がある方は御発言願います。 

○三鬼（和）委員  １点だけ確認なんですけど、１９節の諸収入のうちの５項雑

入、全体として７８５万９,８３７円が収入未済額になっておるんやけど、これは

広域連合の負担金なんですか。３節の民生費雑入のところでよく似た数字が出てく

るのであれなんですけど、確認のため何がまだ入っていないんですか、これは。７

１ページ。 

○北村会計管理者兼出納室長  御質問の決算書では、まず６６、６７ページに当

たる部分の歳入１９款諸収入、５項雑入の収入未済額７８５万９,８３７円の内容

についてということでございますが、こちらはページでは７０、７１ページに当た

る部分の３節民生費雑入の部分７８５万９,８３７円、こちらの部分になると思い

ます。 

 あとこの詳細につきまして、少々お待ちください。済みません。これは生活保護

法の第７８条と６３条の返還金に係る部分が収入未済額になっておったかと思いま

す。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

○奥田委員  今の返還金が、その辺の意味がちょっとわからないんですけど、民
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生費雑入、ちょっと詳しく教えて。 

○北村会計管理者兼出納室長  済みません。詳細がちょっと私きちっと答えられ

ないかもしれないんですけれども。 

○三鬼（孝）委員長  これは福祉保健課のほうでしょう。そのときに聞いてもら

ったらあかんの。 

○北村会計管理者兼出納室長  福祉保健課のほうなんですが、生活保護で支払っ

たものに対して、たしかその要件に当たらなかったということで返還を求めること

になります。その返還を求めた際のお金がまだ戻ってきていないと。いろんな事情

によってまだ市のほうに戻ってきていないというお金だったはずです。 

○三鬼（孝）委員長  奥田委員、福祉保健課のときに聞いてやってください。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければこれで出納室を終わります。御苦労さんでした。 

 暫時休憩します。５分間休憩いたします。 

（休憩 午前１１時０５分） 

 

（再開 午前１１時１１分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 それでは、総務課、よろしくお願いします。 

○下村総務課長  それでは、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳

出決算の認定についてのうち、総務課関係分について、平成２８年度尾鷲市一般会

計歳入歳出決算書のほか、予算決算常任委員会資料、主要施策の成果及び実績報告

書並びに尾鷲市監査委員から提出されております平成２８年度尾鷲市一般会計歳入

歳出決算審査意見書等に基づき御説明いたします。 

 決算説明に入る前に、総務課の事務分掌等並びに平成２８年度の主な取り組みに

ついて御説明させていただきます。 

 平成２８年度の総務課の主な業務は、職員が業務に専念できる職場環境の醸成、

人事及び給与に関する事務、職員の福利厚生、条例、規則、その他例規に関するこ

と、選挙事務、公平委員会事務、庁舎及び車両の管理並びに他の課に属さない事項

等、幅広い業務内容となっております。 

 総務課といたしましては、厳しい財政状況が続く中、多様化、複雑化する行政需

要に対し質の高い行政サービスを提供していくためには、職員の職務能力の向上を
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図ることが重要であることから、各所属において法務、財政等、基礎的な知識取得

のための研修に積極的に参加させております。 

 また、住民に信頼される市役所づくりには職員全員が信頼される職員であること

が必要不可欠であり、考え、調査し、行動する職員の育成を目的として、さらなる

職員研修の充実を図っていかなければならないと考えております。 

 それでは、総務課に係る決算について御説明させていただきます。 

 歳入については既に会計管理者から説明申し上げましたので、歳出について御説

明いたします。 

 まず、人件費について一括して御説明いたします。 

 人件費は、決算書においてそれぞれの科目に計上しており、多岐にわたっており

ますので、尾鷲市監査委員から提出されています平成２８年度尾鷲市一般会計・各

特別会計歳入歳出決算審査意見書をもって御説明いたします。 

 意見書の５６、５７ページをごらん願います。 

 これは、平成２８年度節別決算額集計表であります。この集計表の中で、１節報

酬から４節共済費までについて御説明いたします。 

 ５９ページをごらん願います。 

 １節から４節までの人件費の合計は１５億４,４３３万７,５１０円で、平成２８

年度決算額合計額１０２億３,７１３万８,１１０円の１５.０９％を占めており、

前年度比較で７,５６０万６,８３２円の減額となっています。 

 １節報酬、平成２８年度決算額合計は８,６１１万５５円で、対前年度増減率は

１１.１％の減額であります。減額の主な要因は、平成２７年度は国勢調査の実施

に伴い指導員調査員報酬があったものであります。 

 次に、２節給料、決算額６億７,１１０万２,９５４円で、対前年度増減率は２.

１％の減額であります。これは人事院勧告でのアップ分はありますが、定年退職者

と新規採用職員との給料の差額が主な要因となっております。 

 ３節職員手当等、決算額５億１,８９５万６,００８円で、対前年度増減率は５.

０％の減額となります。給料同様、定年退職者と新規採用職員の差額及び時間外勤

務手当の削減によるものであります。 

 ４節共済費、決算額２億６,８１６万８,４９３円で、対前年度増減率は７.８％

の減額となっております。共済費の減額につきましては、定年退職者と新規採用職

員の差額に加え、被用者年金制度の一元化に伴う追加費用の負担割合が下がったこ

とによる減額であります。 
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 続きまして、７節賃金でございますが、平成２８年度決算額合計２億５,５００

万５,７１６円で、対前年度増減率は８.７％の増で２,０４９万６,１０３円となっ

ております。これは、地域おこし協力隊の増員のほか、民生費では２７年度は短期

期間の雇用者が多かったこと、途中退職の補充ができなかったことによるものであ

ります。 

 農林水産業費の増につきましては、２７年度は作業員１名の方がけがにより半年

間休業があったものであります。 

 教育費の増につきましては、育児休暇、病気休暇の代替職員の雇用、学校現場で

は介助員３名の増、用務員の退職補充を臨時職員としたことによるものであります。 

 なお、人件費のうち議員報酬、臨時職員の共済費を除く職員人件費につきまして

は、予算決算常任委員会資料の１ページに、賃金については２ページに款別に記載

していますので、後ほど御参照願います。 

 次に、職員手当等の時間外手当について御説明いたします。 

 別冊の尾鷲市一般会計歳入歳出決算主要説明書の５３、５４ページをごらん願い

ます。 

 職員手当等明細書で款別、費目別に記載しておりますが、５３ページの右から２

番目の時間外手当の欄をごらん願います。 

 １款議会費から９款教育費までの一般会計時間外手当合計額は３,４８４万３,６

９５円で、前年度と比較しますと１,２２０万７,１４８円の減額です。これは、２

７年度よりノー残業デーを設定するとともに、各所属において時間外抑制に取り組

んだものであり、今後もさらなる抑制に努めていきたいと思っております。 

 また、２７年度は国勢調査、尾鷲市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定等の

事業もあったものでございます。 

 それでは、職員人件費以外の歳出について御説明いたします。 

 決算書の８８、８９ページをごらん願います。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額７億９,９８４万５,０

００円に対し、支出済額は７億８,４０６万２,７４０円、不用額は１,５７８万２,

２６０円となります。 

 １目一般管理費については、総務課以外に市長公室、財政課、市民サービス課、

防災危機管理室の予算も混在しておりますので、予算決算常任委員会資料にて御説

明いたします。 

 資料の３ページ、この明細書は上段の括弧書きには決算書に記載の額で、下段は
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総務課に係る決算額であります。職員人件費以外の総務課支出分といたしましては、

１節報酬１８万３,０００円の支出は行財政改革推進委員、情報公開・個人情報保

護委員報酬であります。 

 次に、７節賃金７,５９９万８,３５１円の支出は、５目の企画費、２項の徴税費、

４項選挙費、５項統計調査費を除く５１名の臨時職員賃金であります。 

 ８節報償費５３万円の支出は、職員採用時の外部面接官、職員研修講師謝礼及び

顧問弁護士費用であります。 

 ９節旅費４７万５,９６０円の支出は、熊本地震被災地視察に派遣した職員旅費

及び職員研修参加旅費が主なものであります。 

 １１節需用費１,６１２万４,６５６円の支出は、書籍、条規類集等追録代、蛍光

灯、トイレットペーパー等の消耗品費が２０４万１,９４６円、公用車ガソリン代

等の燃料費が３５３万４,７２５円、給与明細書印刷代が１５万８,７６０円、庁舎

電気水道代が７７５万２,７２７円、公用車、高速印刷機の修繕料が１１３万５,１

３２円、情報ネットワーク配線修繕が５２万９,２００円、空調照明給排水等の庁

舎修繕料が９７万２,１６６円となっています。不用額３３５万７,３４４円につき

ましては、電気料金のほか公用車及び庁舎修繕料が見込みを下回ったものでありま

す。予算に対して不用額は１７.２％となっております。 

 次のページ、１２節役務費６１１万３,３８２円の支出は、郵便、電話料のほか、

広告料及び浄化槽保守点検・清掃手数料が主な支出であります。不用額６２万８,

６１８円は、郵送料、臨時職員募集広告料が見込みを下回ったことと、漂流物処理

手数料が不執行となったことが主な要因であります。 

 次に、１３節委託料１億５,１２８万９,６８４円の支出は、条規類集追録加除、

職員採用試験、健康診断委託料及び人事給与文書管理システム保守ほか、公用車管

理、庁舎清掃、警備業務委託料が主な支出となっています。不用額は１１９万１,

３１６円となっておりますが、予算現額に対する不用額は０.７８％であります。 

 １４節使用料及び賃借料３,０１２万４,５４１円の支出は、インターネット回線

使用料及びコンピューター機器各種システム借上料支出が主なものであります。不

用額４４万９,４５９円につきましては、複合機使用料が見込みを下回ったもので

あります。 

 次のページ、１５節工事請負費７７万７,６００円の支出は、第２委員会室の空

調機更新工事請負費であります。 

 １８節備品購入費４１９万２,４６７円の支出は、公用車２台の更新、非常時予



－２３－ 

備用パソコン２３台購入代であります。 

 １９節負担金、補助及び交付金２２２万５,０００円は、職員研修参加負担金、

税番号制度に係る中間サーバー利用者負担金、防火管理者講習負担金であります。 

 ２７節公課費３,７００円の支出は、公用車更新に伴う重量税であります。 

 それでは、決算書に戻っていただき、１１４、１１５ページをごらん願います。 

 ８目公平委員会費、予算現額２０万２,０００円に対し支出済額は１１万３,１０

０円で、不用額は８万８,９００円となります。主な支出は、委員３名の報酬のほ

か、高山市で開催された東海支部総会出席旅費、次のページの全国公平委員会東海

支部及び県連合会負担金支出となっています。不用額８万８,９００円につきまし

ては、委員報酬を日額にしたこと、委員会開催が１回であったことによるものであ

ります。 

 続きまして、１２６、１２７ページをごらん願います。 

 １４目諸費ですが、次のページの１９節負担金、補助及び交付金１２７万８,０

００円の支出のうち、総務課分の支出といたしましては、備考欄の三重県社会保険

協会費、安全運転管理協議会費、安全運転管理者講習会会費、紀北自家用車協会費、

自治研修センター年会費、次のページの平和首長会議納付金の計８万７,０００円

であります。 

 次に、１４０、１４１ページをごらん願います。 

 ４項選挙費、１目選挙管理委員会費、予算現額１１８万６,０００円に対し支出

済額は１１４万８,０１０円で、３万７,９９０円の不用額を生じております。主な

支出といたしましては、委員４名に対する１節報酬が６３万８,０００円、９節旅

費１４万９,０００円は、選挙管理委員会東海支部総会、県選管定例会等出席旅費

であります。 

 １１節需用費１９万４,９３７円は、書籍購入代ほか事務消耗品代、追録加除代

であります。 

 １２節役務費３万１,５７３円、１９節の負担金、補助及び交付金１３万４,５０

０円につきましてはそれぞれ備考欄のとおりであります。 

 次のページ、２目参議院議員選挙費、予算現額１,１６９万５,０００円に対し支

出済額は１,１６８万５,５３６円で、９,４６４円の不用額を生じています。平成

２８年７月１０日執行の第２４回参議院議員通常選挙に係る経費で、主な支出は１

節報酬１１８万５,３００円は投開票立会人等報酬、３節職員手当等４４８万５,３

７４円は投開票に従事した職員の時間外勤務手当が主なものであります。その他事
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務経費といたしまして、７節賃金３１万２,３９０円、８節報償費７万７,７６０円、

１１節需用費７２万４,９９４円、１２節役務費１５９万４,２７０円、次のページ、

１３節委託料９６万１,２００円、１４節使用料及び賃借料９１万３,２４８円、そ

れぞれ備考欄のとおりであります。 

 １８節備品購入費１４３万１,０００円につきましては、投票箱２６個、投票用

紙分類機用スタッカー購入代であります。 

 次に、３目三重海区漁業調整委員会選挙費は、予算現額２１万２,０００円に対

し２１万１,０６９円の支出で９３１円の不用額を生じています。任期満了に伴う

三重海区漁業調整委員会選挙に係る経費ですが、無投票選挙となったことから、主

な支出は１１節の需用費２１万１,０６９円のみで、内訳といたしましては事前準

備に係る事務消耗品代、選管事務室エアコン修繕料であります。この支出につきま

しては全額委託金収入で充当されております。 

 以上で、平成２８年度総務課に係る決算説明を終わらせていただきます。 

 なお、総務課における２８年度の主要施策といたしましては、職員研修事業、情

報化推進事業及び庁舎管理事業を上げており、実績報告書の１９から２１ページに、

また、委員会資料の８ページ以降には、情報公開審査会等の委員名簿、情報公開開

示件数のほか決算額の明細を、最終ページには平成２８年度に専決処分となった損

害賠償を記載させていただいておりますので、御参照願います。よろしく御審査願

いたいと思っております。 

 以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 総務課長のほうから、２８年度の歳出決算の御説明がございましたけれども、御

質疑がある方は御発言願います。 

○奥田委員  １点お伺いしたいんですが、時間外手当ですね。昨年度は３,４００

万ということで、前年に比べて１,２００万以上減ったということなんですけど、

それはそれでよかったかなと思うんですが、この３,４００万の中に選挙の時間外

とかも結構入っているので一概には言えんのですけど、この中でイベント関係とい

うのはどのぐらいあるんですか。 

 僕もちょっと尾鷲節コンクールの時間外が入っていると知らなかったものですか

ら、港まつりは入っていると思ったんですけど、まさか尾鷲節コンクールまで入っ

ていると知らなかったものですから、ちょっとイベント関係を教えてもらえません

か。 
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○下村総務課長  イベントごとの詳細というのはちょっとわかりかねるんですけ

ど、先ほど説明しました職員手当明細書の中の時間外の欄には各款別に計上させて

いただいております。その中で商工であれば６款のところ、農林水産業費、あと教

育であれば教育費のほうに時間外の決算額を計上させていただいております。 

○奥田委員  きのう商工のほうの野地課長の説明だと、自分のところの、よその

課の人たちも動員するというか、来てもらうものですから、４０人も尾鷲節コンク

ールなんかは手伝っていると。そういう場合というのは、これはどういうふうに時

間外、商工費に全部入るんですか。各課にまたがっているんじゃないですか。 

○下村総務課長  イベントで動員がかかる場合は、例えば選挙で全職員を動員す

る場合は選挙費で、それで商工のイベントであるときは商工費の中の時間外でとい

う形になります。 

○奥田委員  商工費の款の中に入ってくるということですね。それで、僕は思っ

たんですけど、イベント関係というのは確かに休みの日に出なあかんということは

あるんですけど、今、尾鷲市は時間外をつけんと代休をとってくれとか、そういう

ことというのはやっていないんですか。 

○下村総務課長  ２日間にまたぐ場合は代休をとっております。あと時間外につ

きましても１００分の２５というようにして代休をとらせております。 

○奥田委員  そのように徹底されていますか。 

○下村総務課長  はい。もうこれは従前からずっとそういう形をとっております

ので。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

○三鬼（和）委員  １点だけ、先ほどの総務課の資料から８節の報償費なんです

けど、職員採用試験面接官報酬５万円とあるんですけど、５万円の金額が高いか高

くないかというのは、試験に臨まれた方の一生を決めるに当たっての審査員の報酬

というのは決して高いということはないと思うんですけど、これは職員の方も含ま

れて職員採用が決まるわけなんですけど、外部から委託している方は同じ方ですか、

ずっと。それとも毎年変わるんですか。 

○下村総務課長  もうここ数年同じ方を、大学の先生をお願いしております。 

○三鬼（和）委員  採用においては中心的な意見を述べられると思うんですけど、

そういった場合採用結果において、難しいと思うんですけど、試験のときの試験官

としてするということは。でも、お願いした方の意見というのも大きく左右するの

ではないかなと思うんですけど、こういった同じ方が長いことしておった中で入庁
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された方、職員の方の意見、採用時の意見と本人の資質というか、職務ぐあいとい

うのはどうなんですか。一緒の方が長いことされておるのがいいのかどうかという

ことも踏まえてどのように検証というか、考えなんかはございませんか。 

○下村総務課長  この先生は尾鷲のこともよく知っておられる方で、それで今は

もう学長にまで出世した方ですので、なかなかスケジュールの都合もあって、先生

がお忙しいのであれば誰か御紹介いただければという話はさせてはいただいており

ます。 

○三鬼（和）委員  最後にしますけど、そういったぐあいで採用時にはあれだと

思うんですけど、入庁されてから働いたりとか、そういったことに問題がなくその

職務を全うしていただけるといいんですけど、そうじゃなかったらやっぱり職員教

育というのか、それも大事、採用試験時のそういったのを伸ばすには、入ってから

の職員教育というのはあれなんですけど、そういったところについて、総務課とし

て、現状としてとか今後はどう対応というんですか。お考えは何かあるかないか。 

○下村総務課長  平成２７年にコンプライアンス行動指針を策定しまして、それ

をもとに職員のコンプライアンス、それとことしＯＪＴのほうを策定しましたので、

それの中身でオーケーが出れば各課にまた発送しまして、各課におけるＯＪＴ、そ

れと総務課が主導するＯＪＴというようなことを進めていきたいと思っております。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○楠委員  これは報償費、これの金額が違うのは専門家の区分か何かを設けて規

則とか条例で決めているんですかね。ちょっと勉強不足で申しわけないんですけど。 

○下村総務課長  条例で明記しております。 

○三鬼（孝）委員長  よろしい。 

○楠委員  はい。結構です。 

○野田副委員長  ２点ほどちょっと確認というか、要は職員の人材育成という部

分で、先ほど講習並びにいろんなところに行ってレベルアップを図っていただいて

いると思うんですけれども、これについての年間スケジュールとか、あとどの職員

になったらどういうことをやるとか、やっぱりレベルアップという部分は非常に重

要な部分だと思うんですけれども、その点は総務課としてどのように注視している

かちょっと教えていただきたいと思います。 

○下村総務課長  まず、新人職員の基礎研修から始まって、ワンステップ、ツー

ステップ、スリーステップ研修、それとマネジャー研修、リーダー研修というよう

なステップアップを図っております。それ以外にはメンタルヘルス研修、それと昨
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年度でありましたら情報セキュリティ研修、障害者差別解消法がありましたので、

これにつきましては全職員、それと行政不服審査法職員研修も全職員が受けるよう

にさせております。 

 それ以外には自動車の運転の実技研修というのを、新人職員は半年経過したら、

うちもあす、あさってと研修させるんですけど、実技研修を自動車学校で、４０歳

になった職員も受けさせるというような研修を実施しております。 

○野田副委員長  それと、あと各課の研修というのは総務課のほうで全部把握す

るという形なんですか。というのは、いろんな専門的な研修もあるかと思うんです

けれども。 

○下村総務課長  給与実務、税務実務、法制執務等の研修は自治会館組合のほう

でそういう研修の案内がありまして、それを全職員に案内を出しまして参加を募り、

その方を研修に参加させておるというような状況です。あと各課個々に、ＯＪＴは

自分のところでやってもらうという形になります。 

○野田副委員長  そして、もう一点ですけれども、先ほどの委員会報酬、委員報

酬か。これについては先ほど条例で規定しているということで、それはよろしいん

ですけれども、要は地方公共団体というのは歳入がふえるか、歳出を減らすか、そ

れとも新しい収入をふやすかの何かなんですよね。その中で委員会報酬とかそうい

うものの条例の見直しというのはやられるんですか。 

○下村総務課長  平成２７年度に特別報酬等審議会を開催させていただいて、年

額報酬だったのを日額に変えるとか、そういうふうな形の改定はさせていただきま

した。やはり時期が来れば審議会のほうで審議いただくという形になっております。 

○野田副委員長  日額６,６００円と日額１万円というのがあります。６,６００

円の時間的な拘束というのはどれぐらいの時間を指しているんですか。 

○下村総務課長  会議にもよるんですけど、１時間程度で終わる会議もあれば、

半日かかる、１日かかる、いわゆる日額６,６００円ということで、１日何時間か

かっても６,６００円ということになっております。 

○野田副委員長  日額そういうふうな目安を持っているらしいんですけれども、

実態的な部分とすれば大体２時間程度が６,６００円ぐらいの程度かなと僕は思う

んですけれども、その点はどうですか。 

○下村総務課長  時間につきましては２時間が６,６００円というのは、うちでは

別段決めて日額６,６００円という形をとらせていただいております。 

○野田副委員長  最後に、実態とすれば日額６,６００円の部分が、いろんな会議
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がどれぐらいの時間、要は１時間の時間手当をどれぐらいに予想されておるのかと

いうことを聞きたいわけですわ。先ほどいろんな審議会によって日額、そういう部

分が決められるということで、それは行政側がそれに関与するということはできな

いんですか。そういう審議会に基づいてやられるということですか。 

○下村総務課長  やはり他市の状況も見て、それと委員さんの、例えば大学の先

生であり、弁護士さんでありということもありますので、他市との均衡を図りなが

らそういう日額、月額、年額単価を条例のほうで定めております。 

○三鬼（孝）委員長  よろしい。 

○野田副委員長  ありがとうございました。 

○三鬼（孝）委員長  他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、総務課に係る決算の審査を終

了いたします。御苦労さんでした。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午前１１時４３分） 

 

（再開 午前１１時４４分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 それでは、議案第４９号の尾鷲市一般会計歳入歳出決算、議会事務局に係る御説

明を願います。 

○岩本議会事務局長  それでは、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳

入歳出決算の認定についてのうち、議会費に係る決算について説明をさせていただ

きます。 

 決算書の８４、８５ページをごらんください。 

 １款１項１目議会費の予算現額は１億２,５６２万９,０００円、支出済額は１億

２,３３８万２８８円、不用額は２２４万８,７１２円でございます。 

 節ごとに主なものを説明させていただきます。 

 １節報酬の支出済額は５,１７１万２,５３２円で、これは議員１３名分の報酬で

ございます。 

 ２節給料は１,３１７万９７２円で、事務局職員３名分の給料でございます。 

 ３節職員手当等は２,３０８万９,４８７円で、事務局職員の各種手当及び議員期

末手当でございます。 
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 ４節共済費は２,４６４万２,７６５円で、議員１３名分の議員共済組合負担金と

事務局職員３名分の職員共済組合負担金で、それぞれ備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 ９節旅費は１８９万８,１５０円で、そのうち各常任委員会及び特別委員会並び

に議会運営委員会の管外行政視察で１１１万８,０００円、なおこの視察関連では

別途１４節の使用料及び賃借料でバスの借上料を支出しております。そのほか、各

種要望活動や議長会関係の会議等の旅費でございます。 

 １０節交際費は２３万３,９５３円で、慶弔費のほか市内各所で開催されたイベ

ント等への御祝儀、行政視察受け入れ時の接待費等でございます。 

 １１節需用費は１１２万５,７８６円で、主なものは消耗品費で１１０万４８６

円ですが、これは法令集等の追録加除、新聞の講読料、コピー用紙代等でございま

す。 

 １２節役務費は１２万８,６９３円で、通信運搬費及び地元新聞への各種広告料

でございます。 

 １３節委託料は１３０万７,６６４円で、会議録反訳に係る委託料でございます。 

 次に、８７ページをごらんください。 

 １４節使用料及び賃借料は３７７万１,１１１円で、主なものとして２段目の回

線使用料が１５４万２,４１４円、この内訳はセルラータイプのタブレットの通信

料として１０３万６,９７４円と、議会中継用のインターネット回線使用料が５０

万５,４４０円でございます。ほかペーパーレス会議システム、これはサイドブッ

クスですが、この利用料が９７万２,０００円及び先ほど申し上げました管外視察

時のバス借上料が１２２万２,５９１円でございます。 

 １８節備品購入費２９万１,６００円は、議会中継用のパソコン２台分の購入費

でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金は２００万７,５７５円で、負担金といたしまし

て全国市議会議長会負担金３０万６,０００円以下、下段の視察受け入れ費まで記

載のとおりでございます。また、補助金につきましては８９ページになりますが、

政務活動費で１３５万９,０４２円となっております。 

 以上が節ごとの主な決算でございます。 

 続きまして、別冊になりますが、平成２８年度尾鷲市一般会計・特別会計歳入歳

出決算主要説明書の９、１０ページをごらんください。 

 そちらの１０ページの上段をごらんいただきたいと思いますけれども、議会費の
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２８年度の予算に対する執行率は９８.２％、また、一般会計における構成比は１.

２％となっております。 

 それと、備考欄をごらんいただきたいと思いますが、支出済額の前年度比較で増

減の主な科目としまして、議員共済費の負担率が下がったことにより１,１３２万

８,０００円の減、職員人件費で正職員が１名減したことにより４８８万円の減、

また、議会運営費につきましては２７年度にタブレットの導入がありまして、その

関連でＷｉＦｉ環境整備等の委託やタブレットの購入経費がございましたので、そ

れらの関係で２８年度においては４４３万１,０００円の減となったものでござい

ます。 

 以上で、議会費の決算の説明とさせていただきます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま議会事務局長から平成２８年度の議会事務局にかかわる決算の説明があ

りましたけれども、御質疑がある方は御発言願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。ないようでございますので、これで議会

事務局の審査を終わります。御苦労さんでした。 

 続きまして、監査委員事務局の審査を行います。 

（休憩 午前１１時４９分） 

 

（再開 午前１１時５０分） 

○三鬼（孝）委員長  委員会を再開します。 

 それでは、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の監査委員事務局にかかわ

る御説明を願います。 

○仲監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、監査委員事務局に係る決算について御説明させていただきます。 

 最初に監査委員事務局の概要についてでありますけれども、識見監査委員、議選

監査委員の２名の監査委員を補助するため事務局職員２名が従事しております。 

 監査の主な業務といたしましては、一般会計と総合病院、水道の公営企業会計に

対する例月出納検査、各課及び財政援助団体等に対する定期監査、そして、一般会

計及び公営企業会計の決算審査並びに財政健全化及び経営健全化審査を毎年実施し

ております。 
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 それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３８ページをごらんください。 

 平成２８年度の事業の内容といたしましては、平成２８年４月から２９年２月に

かけ合計４４カ所の定期監査を実施しております。 

 一般会計、特別会計、病院、水道の公営企業会計につきましては、毎月１回例月

出納検査として支出命令書、支出調書など関係諸帳簿の計数確認と現金保管状況及

び基金運用状況などの確認を実施いたしました。 

 また、各会計の決算審査並びに財政健全化及び経営健全化審査については、５月

から８月半ばにかけて実施して、９月議会においてその審査結果を報告させていた

だいております。 

 さらに、平成２８年度におきましては、１０月に１件の住民監査請求を受理した

ため、審査の上、１２月にその結果報告を行っております。 

 平成２８年度の監査委員事務局に係る職員人件費を除く監査事務費の決算額は２

４４万８,０００円で、全て一般財源となっております。 

 それでは、平成２８年度尾鷲市一般会計・特別会計歳入歳出決算書の１４６ペー

ジ下段から、次ページの１４７ページをごらんください。 

 ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の予算現額は１,９２０万３,００

０円で支出済額は１,８８７万４,４５４円、不用額は３２万８,５４６円となって

おります。 

 １節報酬、支出済額１７７万円は、監査委員２名分の委員報酬になります。 

 ２節給料から次ページ、１４９ページ上から２段目の４節共済費につきましては、

事務局職員２名分の人件費でございます。 

 ８節報償費、支出済額４万３,２００円につきましては、住民監査請求に係る弁

護士相談料で、３日間延べ４時間分の相談費用となります。 

 ９節旅費、支出済額１２万６,９６０円は、三重県都市監査委員会総会研修会、

東海地区都市監査委員会総会研修会及び三重県市町総合事務組合主催の監査委員研

修会等への参加旅費でありまして、不用額９万８,０４０円につきましては住民監

査請求への対応のため、１１月１７、１８日に和歌山市で開催されました近畿北陸

東海三地区共催都市監査事務研修会への参加を取りやめたこと等によるものであり

ます。 

 次に、１１節需用費、支出済額４３万１,２７７円は、地方監査事務提要等の加

除代、監査関係書籍購入及び事務用品等の消耗品費であります。 

 １２節役務費、支出済額４,１８４円につきましては、主に住民監査請求に係る
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資料及び通知書等の送付代でございます。 

 １８節備品購入費、支出済額１万１,６６４円は、公営企業会計実務に係る加除

式書籍の新規購入費でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金、支出済額６万９６０円は、備考欄にありますと

おり三地区共催事務研修会負担金、三重県、東海地区、全国の各都市監査委員会へ

の会費、東海地区総会研究会、監査事務職員研修の参加負担金であります。 

 以上で、監査委員事務局に係る監査委員費の決算の説明を終わらせていただきま

す。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま監査委員事務局長から議案第４９号の決算歳出の説明がございました。

御質疑がある方は御発言願います。 

○濵中委員  １４９ページの旅費の不用額について質問しようかなと思って準備

しておったんですけれども、説明をいただきましたので、なぜ不用になったかは理

解できたんですけれども、やはり今回も全国への研修なんかは予定をされずに済ま

せてしまったというところもありますし、これが不用になったからといって来年度

の以降の研修ということに関しては、自分も体験させてもらってかなり有効である

なということも感じておりますので、引き続き研修に関しては積極的にとり行って

いただくようにお願いしたいと思うんですけど。 

○仲監査委員事務局長  事務局が職員２名という限られた人数、そして時間とい

うことでありますので、やはり職員の資質向上、そして監査技術の向上というのが

不可欠だと考えておりますので、こういった研修会には積極的に参加していきたい

と考えております。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

○奥田委員  済みません。８節の報償費４万３,２００円についてお尋ねしたいん

ですけど、住民監査請求ということなので矢浜保育園の件だと思うんですけど、今

説明があったように相談料４時間分と言われましたけど、そういうことなんですか。 

○仲監査委員事務局長  延べ４時間でありまして、相談には３回ほど伺っていま

す。２時間と１時間、１時間の合計４時間分の相談料であります。 

○奥田委員  ３回も行かれたんですか。審査意見書を見ても１年たっているから

と言って何にも監査しなかったじゃないですか。中身が何にもない住民監査の意見

書でしたけど、そんなので３回も相談へ行ってこの４万３,２００円も使ったんで

すか。あと旅費も使っていると思いますけど、行き帰りの。ちょっともったいない
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なという感じがするんですよね。 

 住民監査した人は弁護士も使わずに自分らで調べてやっているわけでしょう。弁

護士なんかつけていませんよ。それになぜか執行部は弁護士代、これは弁護士代が

別にあって相談料だけで４万３,２００円って、ちょっとこれ、あれじゃないです

か。中身を監査するならわかりますよ。中身の監査は何もしなかったじゃないです

か。１年経過しているからって門前払いの意見書でしたよ。そんなのに３回も行っ

て何を相談してきたんですか。 

○仲監査委員事務局長  やはり監査結果を出すに当たって、いろんな前例といい

ますか、判例等もその中には記入してあると思います。そういった部分の判断が正

しいかどうか、そういった法的、専門的な部分に関してはやはり私どもではちょっ

とまだ至らない部分がありますので、あくまで監査結果そのものではなくて、それ

までに至る部分でさまざまな御相談をさせていただいたような次第であります。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、これで監査委員事務局の決算

審査を終わります。御苦労さんでした。 

 午後は１時１５分から再開いたします。よろしくお願いします。 

（休憩 午後 ０時００分） 

 

（再開 午後 １時１５分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き予算決算常任委員会を再開いたします。 

 それでは、市長公室に係る議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出

決算の認定について御説明願います。 

○大和市長公室長  市長公室です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、市長公室に係る決算状況につきまして、尾鷲市一般会計歳入歳出決算

書及び当室の資料をもとに、その都度、主要施策の成果及び実績報告書で説明いた

します。 

 歳入につきましては会計管理者より説明いたしましたので、歳出について御説明

いたします。 

 なお、決算書につきましては、８８ページからの２款総務費、１項総務管理費の

うち、１目一般管理費につきまして、複数の課にまたがっていることから、当室に
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係る部分を別資料にまとめさせていただきました。また、一般管理費に加えて、２

目文書広報費、５目企画費、１０目男女共同参画費、５項統計調査費の１目統計調

査総務費、２目指定統計調査費につきましても同様にまとめておりますので、こち

らの資料について説明させていただきます。通知いたします。 

 まず、資料の１ページですが、総務管理費のうち一般管理費でございます。上段

括弧書きが一般管理費全体、その下段が市長公室に係る分で、秘書事務経費でござ

います。 

 予算現額３８３万９,０００円に対し支出済額は３０５万１,７０３円、不用額は

７８万７,２９７円となっております。不用額７８万７,２９７円の主な内容は、旅

費が５３万４１０円、交際費が１２万３,６９８円残っております。旅費、交際費

とも当初の見込みより執行が少なかったということによるものでございます。 

 節における歳出、支出額の主なものは、９節旅費１４８万４,５９０円、１０節

交際費が６７万６,３０２円でありました。また、１１節需用費につきましては１

１万７８５円で、内訳は市長、副市長に係る経費及び秘書関連の消耗品が主なもの

でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額につきましては７２万８,０００円で、

これは三重県市長会関係の負担金でございます。 

 次に、資料で１ページから２ページにわたる２目文書広報費でございます。決算

書では１００ページから１０１ページになっております。 

 ２目文書広報費、予算額が１,２７８万７,０００円、支出済額が１,２５７万９,

１４２円、不用額は２０万７,８５８円となっております。その内訳は、１１節需

用費６２４万７,８１４円で、主なものは広報おわせ等の印刷代５８３万６,５３３

円でございます。 

 次に、資料の２ページになります。 

 １２節役務費４９４万８,８３２円は、主に広報配付手数料でございます。 

 続きまして、１４節使用料及び賃借料の支出済額は１３４万３,４９６円で、主

にホームページに係るクラウドシステム利用料１２７万８０円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金につきましては前年同様の３万９,０００円で、

各研究会、協議会への負担金でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により担当から説明

いたします。 

○森下市長公室係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２３ページを
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ごらんください。 

 広報等発行事業でございますが、事業の内容と成果としましては広報おわせの発

行とホームページによる情報発信業務のほか、２８年度からはエリアワンセグによ

る行政放送を１日３回定期的に実施し、イベントのお知らせや申請、申告等の行政

手続を中心に情報発信を行っております。 

 事業費決算額は１,２５７万９,０００円で、財源の内訳はその他特定財源として

総務費雑入のうち広告事業収入１３万５,０００円、一般財源が１,２４４万４,０

００円でございます。 

 以上でございます。 

○大和市長公室長  通知します。 

 次に、５目企画費でございます。資料では２ページから４ページにわたっており、

決算書では１０４ページから１１３ページであります。 

 この企画費におきまして、予算細目上は企画振興事業、交通体系関係事務経費、

広域事務経費、国際交流事業、総合計画進行管理事業、人づくり支援事業、定住移

住促進事業、地域おこし協力隊事業、総合計画後期基本計画策定事業が含まれてお

ります。 

 予算現額が１億１,３６９万６,０００円、支出済額が１億６０４万５,９０２円、

繰越明許費が２５２万１,０００円、不用額は７６５万９８円となっております。

なお、繰越明許費２５２万１,０００円につきましては、全て地方創生加速化交付

金事業のものでございます。 

 節における支出済額について、１節報酬は、総合計画後期基本計画策定事業に係

る委員会を６回開催した委員報酬１０２万３,０００円でございます。 

 ４節共済費１９２万５,２５４円と７節賃金１,３１８万３,２００円につきまし

ては、地域おこし協力隊８名に係る社会保険及び雇用保険料と賃金でございます。 

 ８節報償費の支出済額５１６万１,７８０円につきましては、地域おこし協力隊

活動報償費４９９万２,０００円が主なものでございます。 

 次に、９節旅費の支出済額につきましては２８８万３３０円で、不用額が４５万

６７０円でございます。主な内容としましては、地域おこし協力隊活動旅費が２０

３万３,２８０円、移住相談会等参加費旅費が３０万５,３７０円、総合計画審議会

旅費、委員の旅費２５万８００円が主なものでございます。 

 資料の３ページをごらんください。 

 １１節需用費の支出済額につきましては５５９万５,１２４円で、不用額は６５
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万４,８７６円でございます。主な内容は、地域おこし協力隊活動用の消耗品、燃

料代、修繕料でございます。不用額の主なものは、地域おこし協力隊活動用消耗品

費等の残及び交通体系に係るふれあいバスの修繕がなかったことによるものでござ

います。 

 次に、１２節役務費は、支出済額１４２万９,５７４円で、不用額は６万８,４２

６円でございます。主な内容は、地域おこし協力隊活動用の通信運搬費、広告料、

手数料でございます。 

 次に、１３節委託料につきましては、支出済額５,３１０万６,８５２円で、不用

額が４９９万５,１４８円であります。内容につきましては、主に総合計画後期基

本計画策定事業、ふれあいバス運行に係る指定管理費及び委託料でございます。な

お、不用額の主なものは、自主運行バス運行委託料及び尾鷲市コミュニティバス指

定管理料でございます。 

 資料の４ページをごらんください。 

 次に、１４節使用料及び賃借料につきましては、支出済額３２９万２,６５２円、

不用額は６万４,３４８円でございます。内容につきましては、主に複合機使用料

及び地域おこし協力隊の軽バン、借家代でございます。 

 次に、１８節備品購入費につきましては支出済額２５万８,７６８円、不用額は

１万５,２３２円となっております。内容につきましては、地域おこし協力隊員用

の備品、パソコン２台分でございます。 

 次に、１９節の負担金、補助及び交付金につきましては支出済額１,４５２万２

３８円、不用額は１１０万７６２円でございます。内容につきましては、東紀州地

域振興公社負担金、第三セクター伊勢鉄道株式会社支援市町負担金等が主なもので

ございます。また、不用額につきましては、移住促進のための空き家リノベーショ

ン支援事業の助成申請がなかったことが主なものでございます。 

 ここで、関連する事業を主要施策の成果及び実績報告書によりそれぞれ担当より

説明いたします。 

○森本市長公室長補佐兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２４

ページをごらんください。 

 事業名、交通体系関係事務経費です。事業の内容につきましては、尾鷲市地域公

共交通活性化協議会で協議し、ふれあいバス八鬼山線、ハラソ線、尾鷲地区、須賀

利地区のバス運行を行うとともに、市内における高齢者や交通弱者等の実情に応じ

た尾鷲市地域公共交通網形成計画を策定いたしました。また、地域の公共交通を維
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持するため、交通事業者が運営する公共交通の運行に係る経費について支援を行い

ました。 

 事業の成果といたしましては、ふれあいバス４路線を安全運行することができ、

利用者延べ人数は八鬼山線２万５,５９６人、ハラソ線１万６,１０８人、尾鷲地区

１万９,０４８人、須賀利地区２,３０７人の合計６万３,０５９人で、前年度と比

較いたしまして６,０５９人の増となったものであります。 

 また、尾鷲市地域公共交通網形成計画にて本市の公共交通の現状を把握し、課題

の整理を行い、計画の目標、目標を達成するための事業や評価方法等について取り

まとめたことにより方向性を定めることができました。 

 事業費は５,４８７万６,０００円で、財源内訳は国庫支出金、地域公共交通確保

維持改善事業費補助金１７４万２,０００円、同補助金の地域公共交通調査事業４

２０万円、一般財源が４,８９３万４,０００円でございます。 

 続きまして、２５ページのほうをごらんください。 

 事業名、総合計画進行管理事業、事業の内容は、計画的で効率的、効果的な行政

運営を図るため、総合計画の進行管理を行うもので、無作為抽出した市民１ ,００

０人に対するアンケート調査の実施と結果集計及び分析などを行ったものでござい

ます。 

 事業成果としましては、市民アンケートを実施し、分析を行うことで総合計画に

基づくまちづくりに対する市民の満足度や重要度を把握し、施策の成果を図る指標

を用いた進行管理を行い、事業内容などを検証し、後期基本計画のほうに反映させ

ていただきました。 

 事業費は１５万円で、全額一般財源でございます。 

 続きまして、主要施策の成果及び実績報告書の２９ページのほうをごらんくださ

い。 

 事業名、総合計画後期基本計画策定事業、事業の内容は、第６次尾鷲市総合計画

の基本構想に基づき、平成２９年度から３３年度までの後期基本計画を審議会での

慎重なる協議により後期基本計画を策定したものでございます。 

 事業成果といたしましては、前期基本計画の総合評価を後期基本計画に反映させ

るとともに、本市の長期的なまちづくりの基本となる目標と、その目標を達成する

ための取り組みである施策、事業を総合的かつ体系的に取りまとめ、市民と行政が

まちづくりに対する課題や目標を共有することができました。 

 事業費は７４４万９,０００円で、全額一般財源でございます。 
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 以上でございます。 

○中川市長公室係長  引き続きまして、主要施策の成果及び実績報告書の２６ペ

ージをごらんください。 

 人づくり支援事業でございます。 

 事業の内容としましては、東京おわせ会などと連携し、尾鷲応援団づくりやＳＮ

Ｓを活用した尾鷲の情報発信などを実施しました。 

 成果としましては、平成２８年６月に東京おわせ会の総会及び懇親会を６５名の

参加で実施させていただき、空き家バンク制度や尾鷲ふるさと納税、尾鷲まるごと

ヤーヤ便、早田、梶賀の地域おこし協力隊の活動状況などをＰＲさせていただきま

した。 

 また、住民主体の地域活性化活動につきましては、地域おこし協力隊を通じて支

援させていただきました。詳しくは地域おこし協力隊事業のところで御説明させて

いただきます。 

 事業費決算額は一般財源で４５万円でございます。 

 次に、２７ページをごらんください。 

 定住移住促進事業でございます。事業の内容としましては、尾鷲高校の生徒に地

域の課題をみずから考えてもらう尾鷲高校まちいくや、尾鷲商工会議所と連携し、

インターンシップの受け入れ等を行いました。また、三重県等が実施する定住・移

住フェア等にも積極的に参加し、空き家バンクの利活用や移住体験住宅の整備など

を実施しました。 

 成果としましては、尾鷲高校まちいくを実施することにより、地域課題を解決す

る力や高校生に地域の魅力や地域資源を知ってもらうことで、この地域に残り活躍

したり、一度この地域を離れても再び戻るという選択肢を広げることができたと考

えています。 

 また、都市部での移住相談会などに参加し、尾鷲市のＰＲや定住・移住コンシェ

ルジュが４名体制となったことからおわせ暮らしサポートセンターを設置し、土曜、

日曜も対応が可能となり、定住・移住相談を充実させ、空き家バンクへの物件登録

などを充実させた結果、平成２８年度において３３世帯６２名の方が空き家バンク

を利用していただきました。 

 事業費決算額は１６６万７,０００円で、財源内訳は県支出金として三重県南部

地域活性化事業補助金尾鷲高校まちいく分３５万７,０００円、その他特定財源と

して、尾鷲高校地域人材育成事業負担金１７万９,０００円、これは紀北町からの
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尾鷲高校まちいくの負担金でございます。それと、ふるさと応援基金繰入金１１３

万１,０００円となっております。 

 次に、２８ページをごらんください。 

 地域おこし協力隊事業でございます。事業の内容としましては、地域おこし協力

隊を地域へ導入することにより地域の課題などを抽出し、それに対する解決策を地

域と行政とが連携を図りながら進めております。 

 成果としましては、九鬼町地域おこし協力隊１名は、地域住民と協働で地域の食

材を活用した食堂網干場を平成２７年５月にオープンさせ、水、木、金は喫茶営業、

土曜日、日曜日は食堂を運営いたしました。 

 次に、早田町地域おこし協力隊２名は、将来的に地域の女性の雇用確保を行うた

め合同会社き・よ・りを設立し、年４回、季節の魚などが入ったうみまかせの販売

や、魚をさばくこと自体を地域資源として、都市圏などで魚さばき会を実施し、早

田の魚をＰＲする活動を行いました。 

 次に、梶賀町地域おこし協力隊２名は、梶賀の特産品であるあぶりなどがその場

で味わえる活動拠点網元ノ家をオープンさせ、商品開発や販路拡大に取り組みまし

た。 

 最後に、定住移住地域おこし協力隊４名は都市部での移住相談会などに積極的に

参加し、本市の魅力を発信し、また、おわせ暮らしサポートセンターを開設し、一

人でも多くの方に尾鷲を知ってもらい定住移住していただくように努めました。 

 事業費決算額は一般財源で３,０８１万１,０００円でございます。 

 以上でございます。 

○大和市長公室長  それでは、資料４ページにお戻りいただきたいと思います。 

 １０目の男女共同参画費でございます。決算書では、１１８ページ、１１９ペー

ジでございます。 

 予算現額３６万４,０００円に対し支出済額が１８万４,７７４円、不用額は１７

万９,２２６円でございました。 

 １節報酬につきましては、支出済額が５万９,４００円、不用額が１３万８,６０

０円で、内容につきましては男女共同参画審議会委員の報酬１回分でございます。 

 ８節報償費につきましては支出済額が４万円で、内容につきましては男女共同参

画セミナー講師謝礼でございます。 

 ９節旅費につきましては支出済額４万５５０円で、審議会委員の出席旅費及び男

女共同参画セミナー講師の旅費でございます。 
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 １１節需用費につきましては支出済額が９９４円、内容につきましては男女共同

参画の消耗品費でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額は３万８,８８０円で、三重県内男女

共同参画連携映画祭東紀州市町負担金でございます。 

 次に、資料の５ページをごらんください。 

 ５項の統計調査費でございます。決算書では１４４ページから１４７ページでご

ざいます。 

 １目統計調査費の予算現額は６４９万円、支出済額は６４６万２,５５１円、不

用額は２万７,４４９円となっております。なお、この中に人件費が含まれており

ますので、その分は除いて説明させていただきます。 

 １１節の需用費につきましては支出済額１０万６４円でございました。内容は、

消耗品費、統計書の印刷製本費でございます。 

 １２節役務費につきましては９,７５０円、郵便代でございます。 

 次に、２目指定統計調査費でございます。予算現額が２１２万７,０００円、支

出済額が１９３万２,０００円、不用額は１９万５,０００円でございます。 

 １節報酬の支出済額１２４万２,６００円は、経済センサス活動調査指導員及び

調査員、指導員２名と調査員１９名の報酬でございます。 

 ３節職員手当につきましては１万５６２円で、これも経済センサス活動調査に係

る職員の時間外手当でございます。 

 １１節需用費につきましては１４万５,６００円で、統計調査費用の消耗品等で

ございます。 

 １２節役務費につきましては６,５５８円で、郵送代でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告で担当より説明いたし

ます。 

○森下市長公室係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３７ページを

ごらんください。 

 統計調査事業でございますが、事業の内容と成果としまして各種指定統計調査の

実施によりデータを収集し、平成２８年度版尾鷲市統計書を作成し、政策、施策の

立案のための基礎資料としております。また、指定統計調査として、平成２８年度

は総務省より委託を受けている経済センサス活動調査などの統計調査を実施いたし

ました。 

 事業費決算額は、一般統計事務経費が１１万円で、財源内訳は全て一般財源です。
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指定統計調査事業が１９３万２,０００円で、財源内訳は全て県支出金の統計調査

費委託金でございます。 

 以上でございます。 

○大和市長公室長  以上で、市長公室に係る平成２８年度決算についての説明は

終わります。御審議を賜り認定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま市長公室から議案第４９号、一般会計歳出決算の説明がありました。説

明に対する御質疑をお願いいたしたいと思います。御発言願います。 

○濵中委員  資料のほうで男女共同参画費の中の審議会、不用額が上がっており

ますけれども、これは恐らく回数も少なかったのかなと思うんですけれども、この

開催はいつごろでしたか。 

○大和市長公室長  開催は年度末近くでございます。それで３回の開催を予定し

ておりましたが、１回の開催で終わったということでございます。 

○濵中委員  年度末ということであればなんですけれども、内容的に例えば地方

創生の事業の中にも子育て支援であるとか、それから高校生の男女共同参画セミナ

ーなんかを受けて、今現在の尾鷲市における男女共同参画に対するここまでの検証

であるとか、次へのステップなんかについてをきちっと話をしていただいておるの

かなということが気になっておるところなんですけれども、内容的にはどうですか。 

○大和市長公室長  先ほど説明の中でもありましたように、男女共同参画セミナ

ーのほうは尾鷲高校で一応開かせていただいたということで、まちいくともつなが

ると。人権尊重という意味からいうと男女共同参画も大事なことやということで進

めております。ただ、会議のほうの開催につきましては、特にそういう変わった、

まだまだ我々のあれが足らんと思うんですけど、もっと進まなあかんところなんで

すが、至っておりませんでした。 

○濵中委員  以前にこの男女共同参画のほうを進めるんだという説明の中には、

やはりそのあたりを意識したものとしてやりたい。男女共同参画セミナーは現場の

確認もさせてもらっておりますので、中身のことは十分理解させてもらっておるつ

もりなんですけれども、やはりそういった開催結果なんかをこういった審議員の方

たちにもいろいろ検証していただく、検討していただく上で、次への事業のステッ

プアップというあたりに生かしていただくような審議をしていただくことが必要か

なと思いましたので、そのあたりでちょっと確認させてもらいました。よろしくお

願いします。 
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○大和市長公室長  今年度の事業も同じようにさせていただきたいと思っており

ますので、その際は皆様にも御発信させていただいてぜひ参加していただきたいと

いうことと、検証のほうも委員会のほうにも報告させていただきたいと思います。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○髙村委員  主要施策の２３ページ、広報等発行事業で１,２５７万９,０００円

事業費が上がっていますけど、これはもっとエリアワンセグを利用するべきやと思

います。例えば地区の祭り等なんかの内容を発信するとか、それから市民の知りた

いいろいろなことがありますね。それをみんなピックアップして発信する。 

 それで、もう一つ大事なのは、尾鷲市が何をやっておるかというＰＲですね。外

へするのも大事やけど、中へＰＲするのも大事だと思いますけど、その考え、室長、

どう思いますか。 

○大和市長公室長  議員さんおっしゃるとおり、もっと、動画も使えることなの

で、そういうイベントの生中継、もしくは録画というのもあると。今年度の予算の

ことなんですが、備品のほうをお認めいただきまして、小さなカメラも購入させて

いただいて、これを各課いろんなイベントがございますので、それを活用して収録

してくるように今取り組んでおりますので、今はまだ文字と映像のみ、音声のみの

あれが多いんですけど、そういう動く映像というのも今後取り入れていきたいと思

っております。 

○髙村委員  僕は前岩田市政のときにも言ったんですけど、もっともっとあるも

のを利用する。それで、市民がわからんことはないようなぐらいに、そういうこと

をやりよるんやな、市は、黙って見ておこうかぐらいの発信をせなあかんと思う。 

 それで、例えば前にも三鬼さんが言ったように市民の知りたいこと、例えば冠婚

葬祭の情報とかいろいろありますよ。こういうことを教えたら市民は得する、そう

いうのを考えてやってください。 

○三鬼（和）委員  決算書の１０４ページの５目企画費等々について、報告書の

中の地域おこし協力隊事業なんですけど、全額で３,０８１万１,０００円、共済費

から備品購入等々までで３,０８１万１,０００円計上されておるんですけど、これ

は全額特別交付税の対象になるんですか。それとも市費等も使った分を含めて三千

何万になっておるのかどうか。その辺をちょっと詳しく。 

○大和市長公室長  ここの事業につきましては全て特別交付税措置でございます。 

○三鬼（和）委員  その中で明細書のほうを見ますと、かなり地域おこしの修繕

代とかそういうのもかなり大きな金額なんですけど、こういったのも対象に１４８
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万３,２６６円が地域おこし協力隊車両修繕料とか、協力隊の入居にかかわる修繕

料ということになっていますけど、これはこういったものも対象になるということ

で事業をされたんですか。確認ということで。 

○大和市長公室長  これは活動費の中で処理しております。 

○奥田委員  さっきの髙村委員の質問の続きなんですけど、行政放送を今やって

いますでしょう。９時半、１２時半、６時半で。僕はこれは非常にいいことだと思

うんですよ。これはどうなんやろう。視聴率というか、視聴率と言ったらいいのか

な。どのぐらいの、電源を切っておる人もようけおるみたいやもんで、この議会放

送だって本当は見てほしいんだけど、見ていない人もまだまだおるみたい。どのぐ

らいの視聴率、何か把握していませんか、そういうのを。調査ってしたことはない

かな。 

○大和市長公室長  調査はちょっとしたことがないんですけど、ただこれが立ち

上がって時点で全部オンされると。議会もそうなんですけど、途中で切られてもま

た昼のときに立ち上がる。また切られても３時には立ち上がるということで、一旦

は１００％になるんですけど、その後どこまで見ておるかというのはちょっと追求

しておりません。 

○奥田委員  せっかくやっておるんやで、知らん人もまだおるんじゃないですか。

だから、ぜひちょっと、完全にもう電源を切っておったらだめなんでしょう、あれ。

でしょう。そういう人が多いみたいで、見たいときだけ議会の一般質問だけ見ると

か、そういう人もまだおるもんで、常につけておいてくれという、そのためのワン

セグでしょう。だから、そういうことも含めてもう一回周知徹底してほしいなと思

うんですけど。 

○大和市長公室長  これはもともと防災の情報を流すということで、奥田委員言

われたように音量はゼロでもいいんです。それで、上で押す分にも構わんと。ただ、

赤いランプが消えておるともう全然使い物にならんと。これにつきましては情報発

信と防災の面がありますので、防災ともちょっと協力しながら、何とかその周知徹

底はしたいと思っております。 

○奥田委員  ぜひお願いします。 

 それと、主要施策の成果及び実績報告書の２７ページにちょっと関連するんです

けど、定住移住促進事業かな。インターンシップ、これは昨年度というのはインタ

ーンシップは何人ぐらい受け入れたんですか。 

○中川市長公室係長  尾鷲高校の情報ビジネス科１名と、それと文教大学経営学
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部経営学科の大学生女性が１名、計２名です。 

○奥田委員  たしか大学生は３月議会のときやなかったかな。ばたばたしておる

とき。じゃなかったら違ったかな。と思うね。たしか議会事務局から。８月だった。

何か３月の忙しいときは誰でしたっけ。あれは総務のほうか。また別のやつ。イン

ターンシップって何種類かあるんですか。 

○大和市長公室長  インターンシップは制度があって、受け入れのあれが来たと

きにどういうところへ行きたいかという相手方のあれによって割り振りして受け入

れると。各課でその対応をするということになっております。 

○奥田委員  じゃ、市役所全体では何名受けておるの。 

○大和市長公室長  これは２名です。 

○奥田委員  ２名以外にもおるということやね。 

○大和市長公室長  申しわけございません。うちの関係で受け入れたのは先ほど

言った２名で、もっとほかにもおって、ちょっと総務課のほうで管理しておるもの

です。 

○奥田委員  またそこら辺は聞きますわ。その辺はちょっと一括して説明しても

らうとありがたいけどね。地域おこし協力隊でもこれまでも市長公室が説明して商

工が説明したりとか、ぐちゃぐちゃしておってようわからんところがあったけれど

も、これは一括して１回どこかでまとめてほしいなと思うんですけど、それと２４

ページの主要施策の成果及び実績報告書の交通体系のところなんですけど、これは

１０月、来月から見直しをやるんですよね。須賀利も片道ですけど、１便直通便が

出るということで、その辺の、これは決算ですけど、今年度の予算も同じような金

額が上がっておると思うんですが、予算的にはやっぱりどんどん変わってくるの。

どうなの。ふえてくるんですか。 

○大和市長公室長  今お聞きされておるのは今年度の半年かかってということな

んでしょうけど、須賀利の距離は伸びておるんですけど、実際輪内方面のハラソ線

の距離が短くなったりしておるもんで、予算の範囲内で対応できると。全体的に言

うとちょっとマイナスに転じるかもというぐらいで見込んでおります。 

○仲委員  実績報告書の２４ページ、交通体系なんですけど、事業成果で前年度

と比較して６,０５９人ふえていますけど、これは主にどこでしたっけな。全体で

ふえておるのかどうか。 

○大和市長公室長  比較はしておりませんので、ちょっとお時間をいただきたい

と思います。 
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○仲委員  記憶では１年前に天満のほうの路線が増設されたと思うんやけど、あ

の線は乗客数がかなりおりますか。 

○大和市長公室長  ほとんど、天満での乗りおりは少なかったと思います。 

○小川委員  実績報告書の２７ページなんですけど、回帰支援センター大阪と東

京のページをアップしていると思うんですけれども、それとページをアップして前

に回帰支援センターの理事長の話によりますとインパクトの強いホームページとい

うか、そこには相談によく来るというのを聞いたんですけど、それで尾鷲市の場合

しどうかなってちょっと見てみましたら、尾鷲市の普通のホームページには載って

おるだけで、そんなのでいいのかなと思うんですけど、変えたほうがいいんじゃな

いですか。もっとインパクトのあるやつに。 

○大和市長公室長  全体的なホームページの見直しも考えながら、そういう分野

で使うということも視野に入れてちょっと検討させていただきたいと思います。 

○小川委員  パンフレットも用意してあると書いてありますけれども、今じゃな

くていいんですけど、今度どんなパンフレットか１回見せていただきたいなと思い

まして、やはりインパクトの強いところがよう相談に来るというのを聞きましたも

んですから、もうちょっと改善の余地はあるんじゃないかと思いまして。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○野田副委員長  ２４ページの繰り返しというか、いろいろ出ていたんですけれ

ども、交通体系の関係事務経費のところで、今回６,０５９人が増となったという

ことで、今後こういうバスというのはこの地域にとって大事になるのかなと思うん

ですけれども、これは１年ぐらい前に見直しを図ってこの１０月から施行される形

になっているんですが、こういうふうなものは見直し的にはどういう予定というか、

計画というのはあるんですか。市長公室のほうでは。今後、今後の話ですけれども。 

○大和市長公室長  ちょっとさかのぼる話なんですけど、須賀利の巡航船が廃止

になったときにふれあいバスに切りかわったのが平成２４年だと思います。それか

らこちらにいろんな御意見があった中で、審議会にも諮りながらしたところ、今回

ちょっと改める部分が多いんじゃないかということで、昨年１年かけて網計画のほ

うを策定しました。 

○野田副委員長  ということは、地域の方の要望という部分が強いということで

すか。この見直しというか、ちょっとそこら辺がわかりませんので。そういうこと

でよろしいんですか。 
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○大和市長公室長  そういうことも踏まえながら各地区に入りまして、意見をず

っとお聞きしたのが今回の、１００％ではございませんが、要望の多かった順に整

理させてもらったのが今回のダイヤです。これでも全部いいとは思っておりません

ので。 

○野田副委員長  最後にこれの一般財源のところで４,８９３万４,０００円って

あるんですけれども、これは国庫支出金では５９４万２,０００円となっておるん

やけれども、一般財源で依存財源と自主財源がどのような割合になっているんです

かね。一般財源は。丸々自主。 

○大和市長公室長  その他特定財源の部分につきましては、計画を策定するに当

たっての４２０万円の交付金が出たということで、一般財源は全て運行費にほとん

どが当たっております。 

○三鬼（孝）委員長  仲委員の質疑に答弁できる。 

○森本市長公室長補佐兼係長  先ほどの６,０５９人の内訳でございます。まず、

ふれあいバスの尾鷲地区、ごめんなさい。順番に言ったほうがいいですね。八鬼山

線のほうが２,６６８人の増です。ハラソ線が１,０５９人の増でございます。続き

まして、尾鷲地区市街地線のほうですが、２,４０９人の増です。八鬼山が２,６６

８人です。須賀利なんですが、ちょっと減っておりまして、７１７人の減でござい

ます。ごめんなさい。７７人でございます。済みません。 

○仲委員  もう一遍お願い、ハラソ線。 

○大和市長公室長  実はこれはちょっと対比表にまとめて後日よろしいですか。

済みません。 

○三鬼（孝）委員長  資料をつくって提出してください。後刻でよろしいので、

よろしくお願いします。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければこれで市長公室の決算審査を終わります。どうも

御苦労さんでした。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午後 １時５８分） 

 

（再開 午後 ２時００分） 

○三鬼（孝）委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 
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 財政課に係る議案第４９号、一般会計歳出決算の御説明を願います。 

○宇利財政課長  財政課です。よろしくお願いいたします。 

 説明につきましては、予算決算常任委員会資料にて進めさせていただきます。な

お、平成２８年度地方財政状況調査の結果を別冊資料として添付しておりますので、

後ほどごらんください。 

 委員会資料の２ページをごらんください。 

 この資料は、決算書より目単位で財政課に係る分を抽出して記載しております。

数値が２段書きになっている項目は、上段の括弧の数値が決算書の数値で、下段の

数値がうち財政課分でございます。なお、決算書の記載ページを右の欄に記載して

おりますので御参照ください。 

 それでは、御説明申し上げます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の財政課分といたしましては、予

算現額１,００２万９,０００円に対しまして、支出済額９９９万８,４６２円、翌

年度繰越額がゼロ円、不用額は３万５３８円でございます。 

 各節の主な支出内容といたしましては、１１節需用費の支出済額４４万９,４９

５円のうち、用紙購入、書籍の購入、追録等の消耗品費が３９万８,９５１円、予

算書等印刷代の印刷製本費が５万５４４円でございます。 

 １２節役務費の支出済額６,８２３円は、全額郵送料でございます。 

 １３節委託料の支出済額９３９万６,０００円の内訳は、固定資産台帳整備等業

務委託料が７６６万８,０００円、固定資産管理公会計システム導入委託料が１７

２万８,０００円でございます。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額１４万６,１４４円は、全額複合機使用料で

ございます。 

 続きまして、３目財産管理費でございます。予算現額８億３２９万７,０００円

に対しまして、支出済額が８億３０５万６,６６６円、翌年度繰越額がゼロ円、不

用額が２４万３３４円でございます。 

 各節の主な支出内容といたしましては、１１節需用費の支出済額９８万７,２６

５円のうち、施設管理用の消耗品費２万８,７６０円、普通財産の光熱水費が５９

万２,６７７円、修繕料が３６万５,８２８円でございます。 

 １２節役務費の支出済額７８２万５,０５６円のうち、主なものは、建物総合共

済、自動車損害共済等の保険料６１５万８,９９０円、市有地草刈り手数料１０５

万９０８円でございます。 
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 １３節委託料の支出済額７３万８,７２０円は、全額尾鷲市中央駐車場管理委託

料でございます。 

 ２５節積立金の支出済額７億９,３５０万５,６２５円の内訳は、財政調整基金積

立金６億２,０５２万円、減債基金積立金５,０１４万円、以下、記載のとおりでご

ざいます。 

 続きまして、４目契約検査費でございます。予算現額９５万７,０００円に対し

まして、支出済額が７３万１,９７１円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が２２万

５,０２９円でございます。 

 各節の主な支出内容といたしましては、９節旅費は県外での研修等の可能性を考

え予算を計上しておりましたが、２８年度の研修実施が県内であったため不執行で

ございます。 

 １１節需用費の支出済額１万２,６６４円は、追録等の消耗品費でございます。 

 １２節役務費の支出済額１万１,９８９円は、全額郵送料でございます。 

 １３節委託料の支出済額６８万６,５１８円は、入札参加登録共同化委託料が３

４万９１８円、工事検査業務委託料が３４万５,６００円でございます。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額１万８００円は、入札関連データベースシス

テムの使用料でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額１万円は、三重県市町工事検査業務担

当協議会会費でございます。 

 ページをおめくりください。 

 続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。

財政課分は、予算現額２億３,３１２万円に対しまして支出済額が２億３,３１１万

９,７４７円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が２５３円でございます。全額国民

健康保険事業特別会計への繰出金でございます。 

 続きまして、９目後期高齢者医療費でございます。予算現額４億５７３万１,０

００円に対しまして支出済額が４億５７３万８１円、不用額が９１９円でございま

す。全額後期高齢者医療事業特別会計への繰出金でございます。 

 続きまして、４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費でございます。予算

現額２,１９９万６,０００円に対しまして支出済額が２,１９９万５,２２９円、翌

年度繰越額がゼロ円、不用額が７７１円となっており、１９節負担金、補助及び交

付金で水道事業会計への負担金を支出しております。 

 続きまして、６項病院費、１目病院費でございます。予算現額４億８,０００万
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円に対しまして同額の支出でございます。病院事業会計への負担金でございます。 

 続きまして、７款土木費、５項都市計画費、３目公共下水道費でございます。予

算現額２７６万６,０００円に対しまして支出済額２７６万５,０７０円、翌年度繰

越額がゼロ円、不用額が９３０円でございます。これは公共下水道事業特別会計へ

の繰出金でございます。 

 続きまして、１１款公債費、１項公債費、１目元金でございます。予算現額９億

８,３１４万９,０００円に対しまして支出済額９億８,３１４万８,４１５円、翌年

度繰越額がゼロ円、不用額が５８５円でございます。市債の元金償還金でございま

す。 

 続きまして、２目利子です。予算現額９,５０９万５,０００円に対しまして支出

済額９,５０９万４,３２７円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が６７３円でござい

ます。市債利子の償還金でございます。 

 続きまして、１２款の予備費でございます。平成２８年度における予備費の他科

目への充用はございませんでした。 

 歳出の説明は以上でございます。 

 続きまして、地方消費税の社会保障財源化分の充当について御説明申し上げます。 

 決算参考資料の２５ページをごらんください。 

 本市の平成２８年度における社会保障４経費、その他社会保障施策に要した経費

は２４億９,２５１万７,０００円となっており、全体経費から国県支出金等特定財

源を充当した残りの一般財源分が１１億１４５万１,０００円でございます。この

一般財源のうち、地方消費税交付金社会保障財源分として１億３,１４１万円を充

当いたしました。 

 財政課からの説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま財政課長のほうから議案第４９号、尾鷲市一般会計歳出決算の財政課に

係る御説明がありましたけれども、御質疑がある方は御発言願います。 

○三鬼（和）委員  減債基金の残高について、前年度とそんなに大きく数字が変

わるわけじゃないんですけど、繰り出しとか、これの取り崩しとか積み立てという

のは、これはどんな形で、今の五千何万というのは、数字の根拠というのはどうな

っているんですか。 

○宇利財政課長  特に積み立てのルール化したものは定めておりませんが、開発

公社をなくした時点で借り入れをした金額の部分３,５００万の支出が毎年今続い
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ておる中で、プラス１,５００万円程度の積み立てをして、今後発生するであろう

年度によって高額な、前年度より高いような公債費の支出が発生した折にも対応で

きるような形で若干の積み立てを考えており、積み立てを行ったものです。 

○三鬼（和）委員  ちなみに、開発公社の分は現在残高は。 

○宇利財政課長  １億７,５００万です。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ私のほうから１点ちょっと教えてください。 

 明細書の資料２の１目一般管理費、１３節の委託料の固定資産台帳整備等業務委

託７６６万８,０００円出ておりますけれども、これは例の公会計の改革に伴う委

託やと思うんやけれども、進捗状況、この辺はどうなっているんですか。尾鷲市の

行政財産、一般財産の中でのどの程度まで進んでおるのか。 

○宇利財政課長  現状平成２７年度より委託を開始して、初年度目に固定資産台

帳を作成いたして総務常任委員会等でもお示ししたところです。２年度目になる前

年においては、開始貸借対照表の作成に向けて業務を行いました。最終年度の今年

度中に２８年度決算における財務４表の作成を現状、前年度事業費の精査とともに、

その財務４表の仕分けを行っておる中で、３月議会の中ではお示しできる予定とし

ております。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  課長、それは全体の固定資産の中で何％ぐらいまで整備で

きておるの。パーセンテージで言って。 

○宇利財政課長  パーセンテージでお示しするのは相当に難しいというところな

んですが、総務省が出している指針に基づく形の中ではほぼ整理ができたんじゃな

いかなと。できた固定資産台帳を２７年度、２８年度の２カ年の移動を仕分けして

今作成中というところです。 

○三鬼（孝）委員長  そうすると来年３月には公表できるわけやな。 

○宇利財政課長  連結決算という部分については他の団体との関連がありますの

で、進捗はなかなか現状難しいかなとは思っているところなんですが、一般会計分

というか、普通会計分については３月までには作成が終了する予定です。 

○三鬼（孝）委員長  よろしくお願いします。 

 他に。 

○仲委員  結局バランスシートをつくるということだと思うんですけど、山林の
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考え方というのは全国的な統一があるんですか。 

○宇利財政課長  山林の立木の部分ということですね。立木の部分についてはや

はりどうしても余り明確なものは出ていないんですけれども、平均的な出し方とい

うのは国のほうから示されておりますので、それに基づいてやっております。 

○奥田委員  ちょっともう一個確認したいんですけど、今の委員長の話で、３月

までに固定資産台帳を整備して固定資産の明細はわかるとして、財務諸表までバラ

ンスシートというか、その辺までも含めて開示できるということですか。 

○宇利財政課長  財務４表作成で行っておりますので、貸借対照表からという形

の財務４表で、あくまで総務省から示されている指針に基づいてという形でやって

おります。 

○奥田委員  それは非常に楽しみですね。それと、そういう企業会計の理念がど

んどん入ってくると思うんですけど、僕が前から言っておるように簿記も最低３級

ぐらい職員はもう取ったほうがいいんじゃないかなと前から言いよるんやけれども、

この辺は市長どうですか。やっぱり財務諸表を見られなかったらどうしようもない

もんね。バランスシートね。意味も。どうですかね。 

○三鬼（孝）委員長  採用条件の中に入れなあかんということですか。 

○奥田委員  そうそう。もう３級ぐらいは、できたら２級ね。日商の。取ってほ

しいと思うんですけど。 

○加藤市長  御指摘のとおり、やっぱり財務というのは知らないと経営は無理だ

と思います。だから、特にやっぱりそういう経営のレベルで携わるような課長クラ

スは、ただ正直言って企業会計とこのあれはちょっと違いますので。しかし、やっ

ぱりそれぐらいの財政に強いと言われるような職員というのは、僕は望ましいと思

っております。 

 さっきの僕は固定資産台帳のほうの整備の話、ずっと昔からこれはやってきたん

ですよ。もうめちゃくちゃ大変だったんですよ。それがさっきの、きょう初めて財

政課長から聞いたんですけど、３月にきちんと整備されるというような形で、要す

るに総務省の指針に基づいた形のものができるという、これは大変難儀な話で僕も

苦労したあれですので、これができると非常にまた財政にもいろいろ浸透できるん

じゃないかなと思っておりますので、その考え方は奥田議員と全く同じですので。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 他にないですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○三鬼（孝）委員長  なければこれで財政課を終わります。どうも御苦労さんで

した。 

 ５分間休憩します。 

（休憩 午後 ２時１６分） 

 

（再開 午後 ２時２２分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き予算決算常任委員会を再開いたします。 

 それでは、議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳出決算の防災危機管理

室に係る御説明をお願いいたします。 

○神保防災危機管理室長  防災危機管理室でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

防災危機管理室に関する決算状況につきまして、決算書をもとに、主なものについ

ては主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたします。 

 決算書の１２０、１２１ページをごらんください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費でございます。 

 １節報酬でございますが、有事の際の国民保護協議会の開催がなかったため、５

万３,０００円、全額不用額でございます。 

 ８節報償費の支出済額２４万円は、防災危機管理アドバイザーである東京大学片

田教授への報償費でございます。 

 次に、９節旅費の７,８００円につきましては、福井県大野市への旅費でござい

ます。 

 次に、１１節需用費の支出済額１,１２５万６,１４９円につきまして、消耗品費

４３５万８,３８２円はアルファ化米などの公的備蓄品の購入費が主なものでござ

います。光熱水費３２５万２,７６７円は、防災センターの電気水道代と防災行政

無線子局及びエリアワンセグ局の電気代でございます。修繕料３６２万１,６７２

円は、市内各所避難路簡易修繕、防災無線等修理代が主なものでございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の実績報告書により担当より説明いたしま

す。 

○西村防災危機管理室係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３１ペ

ージをごらんください。 

 市内各所避難路簡易修繕について説明いたします。 
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 事業の目的は、本市では南海トラフ巨大地震の来襲が危惧されており、被害を最

小限に抑え、高台への避難を行うには安全な避難路の整備、修繕が急務でございま

す。 

 事業の内容としましては、地区や区の要望に基づき緊急性の高い箇所から順次手

すりの設置や高台への避難経路を整備いたします。 

 平成２８年度の事業成果でございますが、市内１２カ所の避難路整備を行い、避

難路の補修、安全性を確保し、減災に向けて人的被害軽減に努めました。 

 事業費につきましては２６７万９,０００円、全て一般財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理室長  決算書の１２０、１２１ページにお戻りください。 

 １２節役務費の支出済額２５２万７,２８０円につきまして、通信運搬費６４万

２,０１６円は、電話使用料、衛星電話使用料が主なものでございます。手数料で

は、浄化槽保守点検手数料３０万５,０００円、防災倉庫移転手数料５０万４,３６

０円、ページをおめくりいただいて、雨量計機器検定手数料５９万４,０００円が

主なものでございます。 

 次に、１３節委託料の支出済額２,２３８万８,５７２円につきましては、ハザー

ドマップウエブ版作成業務委託料６１５万６,０００円、ネットワーク関係の防災

行政無線保守点検業務委託料２６８万９,２００円、土砂災害情報相互通報システ

ムの保守点検業務委託料４６２万２,１４０円、エリアワンセグシステム保守料８

６４万円が主なものでございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の実績報告書により担当より説明いたしま

す。 

○西村防災危機管理室係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書３３ペー

ジをごらんください。 

 ハザードマップウエブ版作成業務について説明いたします。 

 事業の目的としまして、災害から被害軽減を図るためには自助の取り組みが極め

て重要であります。自分の生活する場所、または特性を知ることにより、災害時に

おいて迅速かつ適切な行動をとることができる手助けとなるようハザードマップウ

エブ版を作成いたしました。 

 事業の内容としましては、本市のハザードマップにハザードマップウエブ版を公

開することにより閲覧者が拡大、縮小等を操作し、任意の地点を選択することで、

その地点の標高や浸水深、非難場所までの最適な避難ルート等が表示されます。こ
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のことにより避難困難度マップや避難する際に参考となるルートを示すことができ

るようになり、より実践的な避難検討が可能になったことから、市民の防災意識の

向上及び災害発生時の人的被害軽減を図ることができたと考えております。 

 事業費につきましては６１５万６,０００円、財源内訳は県支出金、地域減災力

強化推進補助金３０２万４,０００円、一般財源３１３万２,０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理室長  決算書１２３ページにお戻りいただいて、１４節使用

料及び賃借料の支出済額３３万４,５５２円につきましては備考欄の内訳どおりで

ございます。 

 次に、１５節工事請負費の支出済額５２１万４,０２４円はエリアワンセグ受信

端末設置工事費で、不用額１０７万５,９７６円でございます。 

 次に、１８節備品購入費の支出済額６０万１,３４４円につきましては、災害備

蓄用ガス発電機６台の購入費でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額７０７万３,２５７円につきましては、

三重県防災行政無線運営協議会の負担金７６万１,０００円と、ページをおめくり

いただいて、災害時の支援活動や患者搬送を防災ヘリにより対処する三重県防災航

空隊運営費の負担金１６８万７,０００円で、この二つの負担金は、三重県２９市

町各消防本部等で負担しております。 

 補助金の一般コミュニティ助成事業補助金２００万円につきましては、自主防災

会連絡協議会に対する補助金でございます。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金２５１万６,２９７円につきましては、７万円を上

限に自主防災組織などの団体に対して防災関連の整備事業に対する補助金でござい

ます。 

 ここで、関連する事業内容を主要成果の実績報告書により担当より説明いたしま

す。 

○西村防災危機管理室係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書３２ペー

ジをごらんください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金について説明いたします。 

 事業の目的は、近い将来発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や豪雨災害に

よる被害軽減を図るとともに、地域における自助、共助の取り組みが重要でござい

ます。そこで、地域における防災のかなめとなる自主防災組織等への防災体制の充

実強化を図るために、１団体につき７万円を限度に補助金を交付しております。 
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 平成２８年度の事業成果は３７団体へ補助金を交付いたしました。内訳としまし

て、地震津波対策等を図る事業３団体に対して１４万８,２２０円、防災資機材等

の充実を図る事業２７団体に対して１３７万９,９７６円、自主防災会で管理し得

る備蓄品等の充実を図る事業２０団体に対して９８万８,１０１円を交付いたしま

した。このことにより、地域において防災力向上のために何が必要なのかをみずか

らの地域で話し合うことにより、住民同士の連携強化も図られたと考えております。 

 事業費につきましては２５１万６,０００円、全て一般財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理室長  決算書１２６、１２７ページをごらんください。 

 １４目諸費についてでございます。２款総務費、１項総務管理費、１４目諸費の

うち、防災危機管理室に係る分について説明いたします。 

 ページをおめくりください。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額１２７万８,０００円のうち、当室に

係る分といたしましては、備考欄の紀北危険物安全協会負担金１万円と、指定ヘリ

ポート管理費負担金２万４,０００円で、九鬼地区の国道３１１号線沿いの緊急時

ヘリポートの管理費でございます。 

 ページをおめくりいただいて、尾鷲地区防犯協会負担金９９万７,０００円、暴

力追放推進会議負担金４万円は、尾鷲市、紀北町で負担し、運営しております。ま

た、尾鷲市防犯委員会補助金１２万円は、市内各地区の防犯委員会へ補助するもの

でございます。 

 次に、消防費についてでございます。 

 決算書２７４、２７５ページをごらんください。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございます。予算現額４億９１０万

１,０００円に対し支出済額４億９１０万１９７円で、不用額８０３円でございま

す。内訳といたしましては、三重紀北消防組合負担金４億２５８万８,０００円と

消防救急デジタル無線共通波設備負担金６５１万２,１９７円でございます。 

 次に、２目非常備消防費でございます。予算現額４,３７１万２,０００円に対し

支出済額３,７２２万５,１２５円で、不用額６４８万６,８７５円でございます。

この不用額６４８万６,８７５円につきましては、火災捜索等の出動回数が少なか

ったことなどによる１節報酬の手当の減額及び当初予定していた消防団員の退職割

合が低く、それに伴う８節報償費の支払いが少なかったことなどが主な要因でござ

います。 
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 ページをおめくりいただいて、１節報酬の支出済額１,１６３万９,４００円は、

各消防団が定期的に実施する訓練や合同で行う訓練手当で、備考欄のとおりでござ

います。年手当３２６万５,０００円は尾鷲市消防団条例で定められた額であり、

団員２０６名分の年手当でございます。出動手当９万２,０００円は、台風などの

大雨、高潮警戒、また火災などの出動手当でございます。警戒手当６万８,４００

円は、市内で催される尾鷲、賀田、三木里の花火大会の警戒手当でございます。 

 ４節共済費の支出済額５５４万９,０５２円は、消防団員に対する公務災害補償

及び退職報償金の掛け金でございます。 

 次に、８節報償費の支出済額２８１万３,４４０円につきましては、消防団員退

職報償金と表彰バッジ購入代が主なものでございます。不用額３８０万９,５６０

円の要因は、消防団員の退職者が少なかったためでございます。 

 ９節旅費の支出済額８万７,２００円は、津市で行われた第６８回三重県消防大

会出席等によるものでございます。 

 次に、１１節需用費の支出済額６９７万９,８６８円でございますが、主なもの

といたしましては消耗品費４６９万７,６３５円で、消防団員用の半長靴と耐切創

性手袋の購入費等でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要成果の実績報告書により担当より説明いたしま

す。 

○上岡防災危機管理室主任主事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の９

８ページをごらんください。 

 消防団用半長靴配備事業について説明いたします。 

 事業の目的といたしまして、消防団員は火災や風水害など、災害時に昼夜を問わ

ず活動いたします。地域住民を守るため第一線で活躍する消防団員の安全管理を徹

底し、全団員に配備するものでございます。 

 事業成果といたしまして、消防団員服制基準に即した踏み抜き防止板入り及び先

芯入りの救助用半長靴を全団員に貸与いたしました。 

 事業費につきましては３９２万円、財源内訳は全額一般財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理室長  決算書２７７ページにお戻りください。 

 燃料費３８万６,６８９円は、消防団車両の燃料費でございます。 

 光熱水費５５万７,２３２円は、１５分団ある消防団詰所の電気水道代でござい

ます。 
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 修繕料１２０万３,３１２円につきましては、消防団車両１１台分の車検整備代

が主なものでございます。 

 次に、１２節役務費の支出済額１０６万８,１４０円につきましては、消防団詰

所の浄化槽保守点検等手数料、１１台分の車検手数料、自賠責保険料などが主なも

のでございます。 

 ページをおめくりください。 

 次に、１４節使用料及び賃借料の支出済額２６万６,８４５円は、消防団詰所の

ＺＴＶ回線使用料とＮＨＫテレビ受信料でございます。 

 １８節備品購入費の支出済額７０４万１,６００円につきましては、小型動力ポ

ンプ付積載車購入費でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の実績報告書により担当より説明いたしま

す。 

○上岡防災危機管理室主任主事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書９９

ページをごらんください。 

 小型動力ポンプ付積載車整備事業について説明いたします。 

 事業の目的といたしまして、消防団は火災、風水害、地震等の災害が発生した場

合、第一線で活動しており、消防団設備の充実強化及び整備は地域住民にとって安

心、安全を守るため極めて重要であります。 

 事業成果といたしまして、車両配備計画のとおり第５分団大曽根の車両を更新い

たしました。これにより尾鷲市消防団における防災力の向上を図ることができまし

た。 

 事業費につきましては７０４万２,０００円、財源内訳は消防団車両等整備事業

債７００万円、一般財源４万２,０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理室長  決算書２７９ページにお戻りください。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金の支出済額１４４万２,１８０円につきま

しては、三重県、尾鷲市、紀北町で組織する消防協会紀北支会負担金６３万円と、

消防団員福祉共済掛金６１万８,０００円が主なものでございます。 

 次に、２７節公課費、支出済額３３万７,４００円は、消防団車両の自動車重量

税でございます。 

 次に、３目水防費についてでございます。予算現額９９万８,０００円に対し支

出済額８３万５,５６３円、不用額１６万２,４３７円でございます。この水防費に
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つきましては、全額三重県からの委託により市内に点在する１０５の樋門、防潮扉

等の管理を行うためのさまざまな経費でございます。 

 以上で、防災危機管理室に係る平成２８年度決算についての説明を終わります。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳出決算の防災危機管理室の御説明

は終わりました。説明に対する御質疑がある方は御発言願います。 

○濵中委員  ２点お願いしたいんですけれども、１点が予算書の１２１ページの

旅費の不用の理由をまず１点お願いします。 

○神保防災危機管理室長  ７,８００円でよろしいでしょうか。 

○三鬼（孝）委員長  不用額やで２４万１,０００円。 

○神保防災危機管理室長  当初予定しておりました、うちの場合では協定を結ん

でおります各地との、大阪であったり、大野市であったり、そういった防災訓練に

対応する経費として当初予算では組んでございますが、去年に関しては大野市に１

回行っただけで、大野市については３名で、日帰りで７,８００円という形で済ま

せましたので、こういう支出済額というか、残額が残ったわけでございます。 

○濵中委員  いや、大野市へ行ったのはわかるんですけれども、予定していたも

のを行わなかった理由は何ですかと聞いておる。 

○神保防災危機管理室長  向こうからの、協定先である市町村からの要請がなか

ったということでございます。 

○濵中委員  わかりました。あともう一つ、１２３ページのエリアワンセグシス

テムの保守というあたりで、昨年度どれぐらいのふぐあい、もう設置はほとんど全

部受けたと思うんですけれども、ふぐあいの報告というか、対応をした件数という

のは上げておりますか。 

○神保防災危機管理室長  数字に関してはちょっと今持ち合わせておりませんけ

れども、ふぐあいが出た、雷等があった場合に、１回雷があるたびに二、三件の報

告で、そのたびに業者に報告したり、うちの職員が出向いたりという形で対応はし

てございます。 

○濵中委員  今後ぜひ毎年毎年年間通じてどれぐらいのふぐあいがあるのかとい

うあたりはデータとして持ち合わせていただきたいなと思うのと、それから、いま

だにワンセグのふぐあいというのは受信しにくかったり、音が途切れたりというこ

とは、機械のことですので、ふぐあいがあることは否定せんのですけど、ふぐあい

をどういうふうに対応してもらうのかということが実は市民の方に網羅されていな
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いなということを感じることが多いです。どこへ言っていったらいいのかとかね。 

 そのあたりがもうちょっと広報的にきちんと精度を上げていただけるといいなと

思うんですけれども、現在ではどういった形でふぐあいを受けるのを、皆さんにこ

うしてくださいというのをお知らせしているのか、この１年間どうでしたか。 

○神保防災危機管理室長  今現在は広報ですとかワンセグで、去年に関しては、

まだことしは１回、広報等でやっております。今後ももっと議員さん言われるよう

に、もう少しわかりやすい対応の仕方を検討させていただきたいと思います。 

○濵中委員  これで最後にしますけれども、気になるのはやっぱりホームページ

へのあらわれ方、あらわし方、表現の仕方というあたりも、今、尾鷲市を開けば観

光ウエブ、あと行政と防災を特別に三つの窓口で分けておりますよね。ただ、防災

へ入ったときに、じゃ、次へ行くときの文字情報だけであって、初めて行く人がど

こへ行けば自分の欲しい情報があるのかというのがすっとわかるような状況にはな

っていないように私は感じてしまうんですね。 

 そのあたり、例えば図で示すなり、雨の情報ならここですよというのが一目でわ

かるような、特に尾鷲市は防災に力を入れるとか、あとは雨が多いというあたりで

興味を示されて外部から見てくださる方も多いので、そういった情報発信の方法を、

先ほど市長公室の中でも広報の仕方というあたりでほかの委員さんからも意見がご

ざいましたので、防災のホームページへの表現の仕方もまたさらに精度を高めてほ

しいなと思いますので、よろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  答弁はよろしいですか。 

○神保防災危機管理室長  その点に関しましては、改善策を考えて善処したいと

考えております。 

○奥田委員  １点だけ教えてください。決算書の１２５ページですね。主要施策

の成果及び実績報告書で言うと３２ページに当たるんですけど、尾鷲市地域防災力

向上補助金ですか。これは以前１０万円でしたっけ、１団体ね。ここ二、三年は７

万円ということなんですけれども、今回これは去年３７団体ということなんですけ

ど、意外と少ないな、例年より少なかったんですかね。こんなものでしたか。 

○西村防災危機管理室係長  去年は３７団体とほぼ横ばいの前年、前々年という

形になっております。７万円を限度額としておりますので、例えば１団体が６万５,

０００円とか６万４,０００円とかというようなこともあるかと思うんですが、そ

の分において差額で１団体、２団体がふえたり減ったりというような形で約３５団

体を平均に推移しております。 
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○奥田委員  今たしか７９でしたっけ、自主防災会。あと２カ所まだ防災倉庫が

ないところがあるということですけど、これはどうなんですか。もうほぼ大体備蓄

とかいろんなものは整備が終わっておるところが多いんですかね。まだまだという

感じ。どんなふうですか。 

○神保防災危機管理室長  整備、中身の話ですよね。中には期限のあるものとか

があるので、その地区での防災訓練とかで使っていただいて、交換という形で利用

していただいておりますが、ちょっとこの辺に関しましてもさまざまな地区でばら

ばらなので、ある程度のものはもう配備したとは考えておるんですが。 

○奥田委員  そうするとどうなの。この７万円、前は１０万やったけれども、７

万円。どうですか。需要としてはどうなんやろう。もうちょっとふやしてほしいと

いう団体もあると思うんやけれども、防災危機管理室ではどう考えていますか。減

らすことも考えておるんですか。どういうふうに考えていますか。 

○神保防災危機管理室長  今また来年度の話になるかと思うんですけれども、補

助金のお話になると今７万円を上限にやってございますが、やっぱりニーズとして

は多ければ多いほど下さいという意識は高いので、それでもうちの方針といたしま

しては今のままの金額を維持できれば、原課としてはそういう気持ちでございます

が、予算もいろいろありますので、今後また検討していきたいと考えております。 

○濵中委員  自主防の数について、昨年度は増減がありましたか。 

○西村防災危機管理室係長  １団体新たに新設の箇所がありました。倉ノ谷地区

でございます。７８団体から７９団体に今年度はなりました。 

○濵中委員  ふえたということでそれは歓迎すべきことかなと思うんですけど、

ただ１団体というのはまだ心もとないのかなという気がしております。やはり自治

会の減少が言われておる中で、この自主防災会というのは今後空白地区をなくして

いくという取り組みは必ず、もう行政が主導していかんことには、幾ら住民の自主

活動であると言っても、そのあたりの啓発は絶対まだまだこれから力を入れていか

んなんのかなという気がしますので、そのあたり。 

○西村防災危機管理室係長  先ほど議員さんがおっしゃったように、毎年自主防

災連絡協議会を年度当初にやっております。その中で新たな自主防災組織の掘り起

こしというのを皆さんでやっていこうという形で、自主防の連絡協議会の方たちと

私たち事務局も協働しながら、新たな自主防の掘り起こしをやっていきたいと考え

ております。 

○濵中委員  自主防の組織をされる中で、この１２１ページにもある片田先生の
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アドバイザーによる住民主導型避難組織のつくり上げということが、一番最初の古

江地区のときにはきちっとした形となって仕上げていただいて、目に見える形で、

今も雨のたびにそれが機能しておることを地区からは聞いておるんですけれども、

この自主防の中はそれはどんどんでき上がっていっておるんですか。進んでいます

か。 

○西村防災危機管理室係長  毎年毎年場所を変えて住民主導型避難体制確立事業

を行っております。今年度においては、中井町、港町地区で新たに住民による住民

のルールづくりをやっております。今後も継続して、今までは周辺部と言われる地

域で、孤立するおそれがある地域でこの住民主導型を確立しておったわけなんです

けど、今年度以降は尾鷲市内においてもどんどん進めていきたいと考えております。 

○奥田委員  今の話なんですけど、自主防災組織が７９ということなんですけど、

まだまだ空白のところというのはどのぐらいあるんですか。 

○西村防災危機管理室係長  先ほど奥田議員さんがおっしゃったように空白の部

分なんですが、自治会イコール自主防というところもあり、自主防単独というとこ

ろもございます。ですから、どこからどこまでと言われると、ちょっとそこまでは

うちのほうも把握はしておりません。 

○奥田委員  １回それをちょっと地図で把握しておいたほうがいいんじゃないか

なと思いますけど、入っていないところもまだあるでしょう。それで、僕のところ

も、僕は古戸なんですけど、５月に自治会が解散したんですよ。入る人がおらんか

らということで。今そういう感じでもう自治会がどんどんなくなっている状況で、

そやもんで自主防災はどうなっていくんかなと思ってね。だから、自治会があると

ころはいいけれども、ないところも結構あるし、そういうところに自主防災会を入

れていかなあかんと思うんやけど、１回その辺はちょっときちっと整理してくださ

い。お願いします。 

○三鬼（和）委員  先ほど濵中委員のワンセグの点検保守というか、それととも

にこれは定期的な保守点検やと思うんやけど、受信世帯で、そういったものについ

ては先ほど自主防災会の話というのか、予算決算とか総務産業でお話があったので、

広報へも載せてくれてあるので、広報のは見ましたけど、それ以上に先ほどの話が

あるように、自主防災会の方にも高齢者とかそういった形がいるということを踏ま

えて、そこからワンセグが聞き取りにくいであるとか聞けなくなった。私どもも回

っておった中で落としてしまって電池が抜けておって、年配の方やもんでもうそれ

がわからないので、電源を入れても聞けないんやという人も、単純なそういったあ
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れで聞けないんやという人もいましたので。 

 それとあわせて、今回新たに自主防災会をつくったところは防災訓練の案内があ

ったもんで、私がちょうど行ったときには内山議員も消防団で見えておったもんで、

そこなんかは自治会がないんですけど、津波の心配もないところですけど、土砂災

害の心配が、危機意識を持って２０世帯が防災会をつくったというように、そこも

自治会がないところなので、防災会に対する意識というのは共通認識を持てれば組

織してくれるような感じというのはあるので、そういった形の中であわせてすると

いうのと。 

 今回ワンセグを通じて警報を市から流してくれたのと、メールを持っておると市

からの情報と防災みえというか、そこからの情報があったのと同時に、三重県にお

いては知事みずからがツイッターで津波の進路、三重県へ来るということでみずか

らが何回か発信しておるようなのと。 

 たまたまちょっとあれやったけど、ここで議員をしておった、熊野で今議員をや

っておる端無議員が台風１８号についてというものをフェイスブックでして、経路

の方がみんな書き込みをやって、一番ぽつんぽつんと来るより情報がよくわかった

というのがあるもんで、そういった市の情報発信として、市長公室なんかと考えな

がらやっぱり発信していろんなところ、若い人も年配の人もみんなに防災意識とか、

情報がわかりやすいようなシステムをもう一度構築するのは庁内でも議論すること

によって、ワンセグなんかが聞けないとか故障してほったらかしのやつがきちっと

するように戻ってきたりとかということもあろうかと思うので、その辺をあわせて、

今聞くのと同時にあわせてそれをやってほしいなと思うんですけど、いかがですか。

その辺は。 

○神保防災危機管理室長  議員さんおっしゃられるとおり、フェイスブック、ツ

イッター等活用方法は私どもも必要というのはもちろん感じておりますので、今後

どういった形で活用できるかというのを考えてまいりたいと思います。 

○三鬼（和）委員  ほかのことも発信、一般質問等でもありましたけど、非常に

尾鷲市自体がそういった発信ということについて、やっぱりもう一遍徹底的にイン

フラ的なことを考えて、市内に関してはワンセグというのも先ほど髙村議員が市長

公室のところでも話しておったんですけど、いい意味ではそろっておるので、あと

はそれをどういうふうに生かし切るかということだと思うんです。 

 私が台風のさかなに流していた動画でも２００回以上それを見ておるというデー

タがある中で、尾鷲市出身の人とか、そういった人とか、これから通るであろうと
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いう人からコメントが来るわけですね。尾鷲の状態はこうですか、私のほうはこん

なあんばいでしょうかというようになるということで、それを共有することによっ

て災害を未然に防ぐということにもつながると思うので、もう一度そういったこと

は真剣に取り組んでほしいなと思います。 

○神保防災危機管理室長  検討していきたいと考えます。 

○楠委員  施策の成果のところで３１ページ、事業成果として手すりをつけまし

たよと、実施しましたと、４カ所ですね。それで、今度は米印の２行目、後半のと

ころで、地域から要望としてもらうことでということと実施したことと内容が整合

しているのかどうか。逆じゃないかなと思うんですよね。要望を聞きながら手すり

の太さとか、間隔だとか、設置する場所とか、そういうものをあわせて修繕をして

いくんじゃないかと思うので、要望を出してどうのこうのじゃなくて、要望を聞い

てからじゃないと全然。 

○神保防災危機管理室長  もちろん要望を聞いてから事業を行っております。 

○楠委員  じゃ、ここの事業成果のところでは、事業を進めるに当たっては地域

の要望を反映してということで事業をするんですね。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければこれで防災危機管理室の決算審査を終了いたしま

す。どうも御苦労さんでした。 

 ５分間休憩します。 

（休憩 午後 ３時０１分） 

 

（再開 午後 ３時０９分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き予算決算常任委員会を再開いたします。 

 それでは、市民サービス課に係る議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計歳

出決算の説明を求めます。 

○内山市民サービス課長  それでは、市民サービス課に係る平成２８年度一般会

計・特別会計歳入歳出決算書及び主要施策の成果及び実績報告書に基づき御説明を

させていただきます。 

 最初に、歳出について御説明を申し上げます。 

 決算書１１２、１１３ページをごらんください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、６目交通安全対策費、予算現額３５６万４,００
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０円に対し支出済額は３４８万６６円で、８万３,９３４円の不用額が生じました。 

 １１節需用費１３９万３,４２２円で、主なものといたしましては修繕料１３６

万２,９６０円、カーブミラーの修繕等の費用でございます。 

 １５節工事請負費１５９万７,３２０円、これは矢浜、林町、尾鷲高校前の区画

線歩行者帯ポストコーンの設置費用でございます。 

 次ページをごらんください。 

 １９節負担金、補助及び交付金４２万円で、内訳は備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 ７目センター費、予算現額３,１８７万３,０００円に対し支出済額は３,１７５

万６,６０６円で、１１万６,３９４円の不用額が生じました。 

 次に、１１６、１１７ページをごらんください。 

 ９目生活相談費、予算現額１０６万８,０００円に対し支出済額は１０５万６,５

２１円で、１万１,４７９円の不用額が生じました。主なものといたしましては８

節報償費６３万円、これは無料法律相談弁護士２名の報償費でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金４０万円で、これは尾鷲市自治連合会補助金です。

平成２８年度には５０周年事業を実施させていただいたことから、前年度と比較し

て１５万円の増額となっております。 

 それでは、実績報告書３０ページをごらんください。 

 課長補佐の山中より説明をさせていただきます。 

○山中市民サービス課長補佐兼係長  説明させていただきます。左ページで通知

させていただきました。済みません。左ページになります。 

 主要施策の成果及び実績報告書、市民サービス課です。 

 市民相談事業、事業内容は、法律相談、行政相談、司法書士相談を予約制として、

それぞれ月１回開催させていただいております。その他、人権相談を除き、一般相

談を随時実施しております。 

 相談件数は記載のとおりで、総件数１０６件となっております。 

 事業費は１０５万７,０００円で、財源内訳はその他特定財源として尾鷲市自治

会連合会コピー使用料１万円、一般財源１０４万７,０００円です。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○内山市民サービス課長  それでは、決算書１１８、１１９ページにお戻りくだ

さい。 

 １１目人権啓発推進費、予算現額４８万９,０００円に対し支出済額４７万７,１
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８３円で、１万１,８１７円の不用額が生じました。 

 １２４、１２５ページをごらんください。 

 １３目コミュニティセンター費、予算現額２,５８３万３,０００円に対し支出済

額は２,４９５万７２１円で、８８万２,２７９円の不用額が生じました。 

 支出の主なものは備考欄に記載のとおり、各コミュニティセンターの運営委員等

報酬、講座等の講師謝礼、光熱水費、浄化槽保守点検手数料、次ページをごらんく

ださい。１４節使用料及び賃借料１８４万７,２１６円で、主なものといたしまし

ては三木浦漁村センター借上料１００万円が主なものでございます。 

 １５節工事請負費７３５万８,０４０円で、これは三木里、古江コミュニティセ

ンターの空調改修に伴う工事費でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金３９１万２,７８９円、主なものといたしまして

は古江区と天満地区への補助金３５０万円で、古江区２５０万円、天満地区１００

万円、宝くじ助成金事業となっております。古江地区につきましては、町内無線の

整備、天満第１自治会につきましてはワンタッチテント２張りと長机１０台を購入

したものでございます。 

 １４目諸費、予算現額１,２５５万９,０００円に対し支出済額は１,１２８万６,

０５３円で、１２７万２,９４７円の不用額が生じました。支出済額のうち市民サ

ービス課分は１,０００万８,０５３円でございます。 

 １１節需用費９１９万３,３６４円、内訳といたしましては消耗品費１７６万５

４８円で、停電時対応型ＬＥＤ防犯灯バッテリー購入１７１万１,８００円です。 

 次ページをごらんください。 

 光熱水費５４６万７,３８９円、防犯灯等の電気料金でございます。修繕料１９

６万５,４２７円のうち集会所修繕費７４万３,４０７円、防犯灯修繕費が１２２万

２,０２０円でございます。 

 １２節役務費８１万６８９円、内訳といたしましては浄化槽保守点検等手数料３

１万３,２００円、停電時対応型ＬＥＤ防犯灯バッテリー交換手数料４６万９,８０

０円でございます。１４節使用料及び賃借料４,０００円、これは複合機使用料で

ございます。 

 決算書１３８、１３９ページをごらんください。 

 ２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、予算現額３,

３２３万３,０００円に対し、支出済額は２,８７５万４,８６４円で、翌年度繰越

額は繰越明許費として１７９万円、２６８万８,１３６円の不用額が生じました。 
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 １３節委託料３１７万４,１２０円、主なものは戸籍システム保守業務委託料３

１０万５,０００円でございます。 

 １４節使用料及び賃借料３７３万５,３６０円、主なものにつきましては次ペー

ジの上段にございます戸籍電算システム借上料３６９万８,１００円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金は支出済額２９３万２,５００円で、マイナンバ

ーカードの通知カード・個人番号カード関連事務負担金１７９万円を翌年度に繰り

越しをしております。 

 主なものといたしましては、通知カード・個人番号カード関連事務負担金２９１

万２,６００円となっております。これは全額国庫補助金で賄われるものでござい

ます。なお、不用額の内訳につきましては、支局管内戸籍住民基本台帳研究負担金

より２,１００円、通知カード・個人番号カード関連事務費負担金から１７０万７,

４００円の不用額となっております。合わせて１８０万９,５００円でございます。 

 次に、実績報告書３５ページをごらんください。 

 係長の小池のほうから説明をさせていただきます。 

○小池市民サービス課係長  説明させていただきます。 

 事業名、市民サービス事業、事業内容は諸証明の発行事務で、２８年度は戸籍関

係など、市民の身分に関する証明書の発行が９,０６７件、住民票や印鑑証明など、

住民基本台帳に関する諸証明等の発行が１万８,７０１件の発行事務を行っており

ます。事業費は８１７万２,０００円です。 

 財源内訳は、国庫支出金として中長期在留者住居地届出等事務委託費交付金（物

件費分）が１,０００円、県支出金として人口動態調査事務費市町村交付金が２万

７,０００円、その他特定財源として戸籍手数料４６８万９,０００円、住民票手数

料１２６万５,０００円、その他手数料２１０万４,０００円となっています。 

 以上で説明を終わります。 

○内山市民サービス課長  それでは、決算書の１６４、１６５ページにお戻りく

ださい。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、５目国民年金費、予算現額１,４３６万４,０００

円に対し支出済額は１,４３４万４,９０５円、１万９,０９５円の不用額が生じま

した。 

 次に、１６８、１６９ページをごらんください。 

 ９目後期高齢者医療費、予算現額４億８５２万２,０００円に対し支出済額は４

億８５２万１,０８１円で、９１９円の不用額が生じました。 
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 次ページをごらんください。 

 １９節負担金、補助及び交付金２７９万１,０００円、２８節繰出金４億５７３

万８１円でございます。 

 次に、２１０、２１１ページをごらんください。 

 ４款衛生費、３項３目環境衛生費、予算現額１８８万８,０００円に対し支出済

額は１５７万７,２６８円で、３１万７３２円の不用額が生じました。 

 １３節委託料１３２万２,０００円で、内訳は畜犬登録等業務委託料８２万４,０

００円でございます。猫避妊手術等委託料４９万８,０００円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金１６万円、これは猫の避妊等手術に対する補助金

でございます。 

 実績報告書の５９ページをごらんください。 

 担当の課長補佐の山中より説明をさせていただきます。 

○山中市民サービス課長補佐兼係長  事業名、動物愛護事業になります。 

 事業内容は、猫に係る苦情件数の低減及び引き取り頭数の減少に効果のあると言

われＴＮＲ活動に取り組み、飼い主のいない猫の不妊去勢手術、雌３６頭、雄４２

頭を、梶賀区を中心に市、獣医師、県の３者が協力して実施をいたしました。 

 また、飼い猫に関する避妊手術に対する補助金は従来から実施をしているもので、

平成２８年度の実績につきましては補助件数５０件で、内訳は雌３０件、１２万円、

雄２０件、４万円です。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○内山市民サービス課長  それでは、決算書２１２、２１３ページにお戻りくだ

さい。 

 ４目斎場管理費、予算現額１,７７５万６,０００円に対し支出済額は１,７３２

万９,６８０円で、４２万６,３２０円の不用額が生じました。 

 １１節需用費７１万４,９６０円は、高圧ケーブル気中開閉器等を修繕したこと

によるものでございます。 

 １３節委託料１,３９８万３,８４０円でございます。内訳は斎場指定管理料１,

３６４万９,０４０円、指定管理者制度の実施により民間業者に運営及び火葬等の

業務を委託しており、現在は平成２５年４月１日から平成３０年３月３１日の５年

間で有限会社小倉装具店に委託しており、斎場使用件数につきましては火葬炉焼却

実績数３６１体、汚物炉焼却実績数６７件、待合室使用、お通夜が１件、告別式が

２件でございました。炉点検業務委託料３３万４,８００円でございます。 
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 １５節工事請負費２５９万２,０００円につきましては火葬炉修繕の工事費でご

ざいます。修繕の内容といたしましては、点火トランス取りかえ工事、高精度油面

計の設置工事、炉圧コントロールモーターの取りかえ、オイルストレーナー取りか

え工事等を行ったものでございます。 

 ５目墓地管理費、予算現額１,０８１万７,０００円に対し支出済額は１,０６１

万７,８７１円で、１９万９,１２９円の不用額が生じました。 

 主なものは１３節委託料５１８万８,３２０円で、備考欄にあります墓地移転候

補地検討基礎調査業務委託料４６８万７,２００円でございます。尾鷲港新田線道

路改良工事に伴う墓地移転候補地検討基礎調査業務委託料として、公益財団法人三

重県建設技術センターに委託したものでございます。 

 次ページをごらんください。 

 １５節工事請負費５０１万４,４４０円につきましては光ヶ丘墓地のり面改良工

事で、現場打ちの擁壁工を延長５１メートル行ったものでございます。 

 以上で、一般会計の歳出決算の説明とさせていただきます。 

 それでは、続きまして、議案第５０号、平成２８年度尾鷲市国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定について御説明をさせていただきます。 

 歳入比較増減額５０万円以上につきましては、全て見込みを上回ったり下回った

りしたことによるものでございますので、個別の説明は割愛をさせていただきたい

と思います。歳出不用額５０万円以上につきましても、同様に全て見込みを下回っ

たことによるものですので、個別の説明は割愛をさせていただきたいと思います。 

 それでは、決算書３５４、３５５ページをごらんください。 

 平成２８年度の決算は、歳入の収入済合計額３１億４,４８１万８,９１１円に対

し、３５８、３５９ページをごらんください。歳出の支出済合計額３０億３ ,１５

４万７,３６４円、歳入から歳出を差し引いた形式収支は１億１,３２７万１,５４

７円の黒字決算となりました。 

 この主な要因は、歳入において国庫補助金の財政調整交付金が見込みより１,８

５７万４,０００円多く交付されたこと、共同事業交付金が見込みより４,１９８万

３,３０６円多く交付されたこと、歳出におきましては保険給付費が見込みより４,

９０２万８,７０４円下回った、共同事業拠出金が見込みより１,５５３万５,３４

１円下回ったことなどによるものでございます。しかし、前年度からの繰越金や基

金繰入金等を加味した実質単年度収支では１,７９０万５,９０８円の赤字となって

おります。このことにつきましては、後ほど資料にて説明をさせていただきたいと



－６９－ 

考えております。 

 次に、３６０、３６１ページをごらんください。 

 歳入から説明をさせていただきます。 

 それでは、１款国民健康保険税については税務課長から説明をさせていただきま

す。 

○吉沢税務課長  それでは、税務課所管部分について御説明いたします。 

 １款国民健康保険税は予算現額４億８１５万５,０００円に対して調定額４億８,

８９２万９,６７７円、収入済額４億９５２万２９２円となりました。不納欠損額

は３５０万２,７３７円で、収入未済額は７,５９０万６,６４８円であります。 

 委員会資料の１３ページをごらんください。通知いたします。 

 国民健康保険税の不納欠損額調書であります。右下合計欄をごらんください。７

１件、２７名分、３５０万２,７３７円の不納欠損処分を行っております。 

 次に、委員会資料６ページをごらんください。 

 平成２８年度の国民健康保険税の決算概要として、前年度比較を中心に取りまと

めた資料であります。 

 表６、調定額をごらんください。 

 最下段の合計の欄、マーカーの部分をごらんください。平成２８年度の国民健康

保険税の調定額は、前年度調定額と比較して３,８０１万７,８３６円減少いたしま

した。調定額の減少は、国民健康保険の加入世帯数、被保険者数の減少や所得割の

課税対象所得の落ち込みが原因と考えております。 

 次に、表７、収入済額をごらんください。 

 合計欄をごらんください。平成２８年度国民健康保険税の収入済額は前年度と比

較して３,４７９万９,５９５円減少をしております。 

 次に、表８、収納率をごらんください。 

 ごらんのとおり、平成２８年度国民健康保険税の収納率は８３.７６％と前年度

から０.５６ポイント減少しております。ちなみに県内１４市中２位の成績であり

ます。 

 資料７ページのほうは、より詳細な国民健康保険税収納実績表を掲載しておりま

すので、こちらのほうは後ほど御参照ください。 

 決算書３６０、３６１ページにお戻りください。 

 国民健康保険税の内訳を申し上げます。 

 １款１項国民健康保険税、１目一般国民健康保険税につきましては、予算現額３
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億９,０５５万５,０００円に対して調定額４億６,９９３万３,４４５円、収入済額

３億９,２５０万３,５２６円、不納欠損額は３５０万２,７３７円、収入未済額は

７,３９２万７,１８２円となりました。収入済額の節ごとの内訳については、１節

医療給付分現年課税分から６節の介護納付金分滞納繰越金分まで、それぞれ記載の

収入済となっております。 

 次に、２目退職者国民健康保険税につきましては、予算現額１,７６０万円に対

して調定額１,８９９万６,２３２円、収入済額１,７０１万６,７６６円、収入未済

額１９７万９,４６６円であります。収入済額の節ごとの内訳については、１節医

療給付分現年課税分から、次の３６２、３６３ページの６節介護納付金分滞納繰越

分まで、それぞれ記載の金額の内訳となっております。 

 説明を市民サービス課と交代いたします。 

○内山市民サービス課長  それでは、決算書３６２、３６３ページをごらんくだ

さい。 

 ２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金、予算現額４億７１

０万１,０００円に対し、調定額及び収入済額は同額で４億１,３４９万３,９３３

円でございます。 

 １節現年度分、調定額及び収入済額は同額の４億１,３４９万３,９３３円でござ

います。療養給付費等負担金につきましては、国保財政の基盤の確立と事業の健全

な運営に資するため、市町の一般分の医療費や介護納付金、後期高齢者支援金、前

期高齢者納付金に要する費用について、国が定率の負担をするものでございます。 

 ２節過年度分、調定額及び収入済額はともにゼロ円でございます。 

 ２目高額医療費共同事業負担金、予算現額１,７６７万２,０００円に対し、調定

額及び収入済額は同額で１,７６７万２,２１２円でございます。これは高額医療費

の発生による市町保険者の財政運営の不安定を緩和するために行う高額医療費共同

事業に対する市町の拠出金に対して、標準高額医療費共同事業拠出金の額の４分の

１を国が負担するものでございます。県も国と同額の負担を行っていただいており

ます。 

 ３目特定健康診査等負担金、予算現額２９３万５,０００円に対し調定額及び収

入済額は同額の３０１万８,０００円でございます。 

 次に、３６４、３６５ページをごらんください。 

 ２項国庫負担金、１目財政調整交付金、予算現額１億３,０５２万円に対し、調

定額及び収入済額は同額で１億４,９０９万４,０００円でございます。 
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 次に、３款１項１目療養給付費等交付金、予算現額９,８２７万６,０００円に対

し、調定額及び収入済額は同額で９,０５２万円でございます。 

 １節現年度分、調定額及び収入済額は同額で９,０５２万円でございます。２節

過年度分、調定額及び収入済額はともにゼロ円でございます。 

 ４款１項１目前期高齢者交付金、予算現額８億６,３９２万２,０００円に対し、

調定額及び収入済額は同額の８億６,３９２万２,１４８円でございます。 

 ５款県支出金、１項県負担金、１目高額医療費共同事業負担金、予算現額１,７

６７万２,０００円に対し、調定額及び収入済額は同額の１,７６７万２,２１２円

でございます。 

 ２目特定健康診査等負担金、予算現額２９３万５,０００円に対し、調定額及び

収入済額は同額の３０１万８,０００円でございます。 

 ２項県負担金、１目財政調整交付金、予算現額１億２,８８１万５,０００円に対

し、調定額及び収入済額は同額の１億１,１６０万８,０００円でございます。 

 次に、３６６、３６７ページをごらんください。 

 ２目国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金、予算現額、調定額及び収入済

額は同額の１３５万円でございます。これは国保制度改革に伴う電算システム改修

に対する補助金１０分の１０でございます。 

 ６款１項１目共同事業交付金、予算現額５億５,８３８万８,０００円に対し、調

定額及び収入済額は同額で６億３７万１,３０６円でございます。１節高額共同事

業交付金、調定額及び収入済額は同額の７,５９２万３,３５１円です。 

 ２節保険財政共同安定化事業交付金、調定額及び収入済額は同額で５億２,４４

４万７,９５５円でございます。 

 ７款財産収入、１項財産運用収入、１目基金運用収入、予算現額、調定額及び収

入済額は同額で４万４,０００円でございます。これは国保財政調整基金運用収入

でございます。 

 ８款１項１目繰入金、予算現額２億３,３１２万円に対し、調定額及び収入済額

は同額の２億３,３１１万９,７４７円でございます。 

 １節保険基盤安定繰入金、調定額及び収入済額は同額の１億３,０３５万３,７４

７円でございます。 

 ２節職員給与費等繰入金、調定額及び収入済額は同額で６,５０７万円でござい

ます。 

 次に、３６８、３６９ページをごらんください。 
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 ３節出産育児一時金等繰入金、調定額及び収入済額は同額の４２０万円でござい

ます。 

 ４節財政安定化支援事業繰入金、調定額及び収入済額は同額の３,３４９万６,０

００円でございます。財政安定化支援事業繰入金は、保険者の責めに帰すことがで

きない事情、すなわち被保険者のうち低所得者が多いこと、病床数が過剰であるこ

とにより医療費が高いことなどにより繰り出しされたものでございます。これら繰

入金はいずれも一般会計から国保会計への繰り出しが認められたものでございます。 

 ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、予算現額、調定額及び収入済額は同

額の１億１,７５７万２,０００円でございます。 

 ９款１項１目繰越金、予算現額１億６３万３,０００円に対し、調定額及び収入

済額は同額の１億６３万３,４５５円で、前年度からの繰越金でございます。 

 １０款諸収入、１項雑入、１目一般分第三者納付金、予算現額２００万円に対し、

調定額及び収入済額は同額の５９万９７２円でございます。これは一般被保険者が

交通事故等、第三者の行為により負傷した場合の保険給付に対する返納金でござい

ます。 

 ２目退職分第三者納付金、予算現額１０万円に対し、調定額及び収入済額はゼロ

円でございます。 

 ３目一般分納付金、予算現額５万円に対し、調定額及び収入済額は同額の８,５

４７円でございます。 

 ４目退職分納付金、予算現額７２２万４,０００円に対し、調定額及び収入済額

は同額で７２２万４,０５７円でございます。 

 ５目雑入、予算現額３５２万６,０００円に対し、調定額及び収入済額は同額で

４３６万６,０３０円でございます。 

 次に、３７０、３７１ページをごらんください。 

 １節一般分延滞金、調定額及び収入済額は同額の４２３万１,９５２円、２節退

職分延滞金、調定額及び収入済額は同額の３,８７１円でございます。 

 ３節滞納処分費、調定額及び収入済額はゼロ円です。 

 ４節雑入、調定額及び収入済額は同額の１３万２０７円でございます。 

 次に、３７２、３７３ページをごらんください。 

 歳出について御説明をさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額５,６５２万２,０００

円に対し支出済額は５,５６６万９,９６６円で、不用額は８５万２,０３４円とな
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っております。 

 １２節役務費４５４万７,２１３円、主なものといたしましては、国保連合会が

行う確認事務手数料２１２万１,４３６円、３７５ページになりますが、国保連合

会におけるレセプト管理事務手数料８５万３,２１８円が主なものでございます。 

 １３節委託料１７５万９,２１７円、その内訳につきましては国保診療報酬等電

算委託料が１６４万２,０９１円、国民健康保険被保険者証作成業務委託料１１万

７,１２６円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金４４４万５,０００円、これは総合住民システム

利用負担金でございます。 

 ２目連合会負担金、予算現額１１０万５,０００円に対し支出済額は１０５万７,

２９８円で、不用額は４万７,７０２円でございます。主なものは、連合会保険事

業負担金４８万１,６８０円、連合会一般負担金５６万３,４３０円でございます。 

 ２項徴税費、１目賦課徴税費につきましては、税務課長から説明をさせていただ

きます。 

○吉沢税務課長  続きまして、１款総務費、２項徴税費、１目賦課徴税費は、予

算現額７７０万円に対して支出済額６４５万７２６円、不用額１２４万９,２７４

円であります。 

 内訳を申し上げます。 

 ４節共済費と次のページ、３７６、３７７ページをごらんください。７節の賃金

につきましては、総務課説明分でありますので割愛させていただきます。 

 ９節旅費の支出済額３万７,４００円は、市外徴収に係る普通旅費であります。 

 次に、１１節需用費の支出済額６０万８,３８１円については、業務関連の印刷

製本費であります。 

 １２節役務費の支出済額９４万２,３９３円について、主なものは納税通知書な

どの送付に係る通信運搬費であります。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額２３万６,０００円について、主なものは納

税相談員３名分の車借上料２１万６,０００円であります。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額１０８万２,９５９円は、三重地方税

管理回収機構への負担金４２万円と、納付書共同印刷負担金６６万２,９５９円で

あります。 

 説明を市民サービス課と交代します。 

○内山市民サービス課長  それでは、３７６、３７７ページをごらんください。 
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 ３項１目運営協議会費、予算現額３２万２,０００円に対し支出済額は１８万３,

６５３円、不用額は１３万８,３４７円でございます。国保運営協議会に係る委員

報酬が主なものでございます。 

 国保運営協議会につきましては、国保事業の適切な運営を図るため、市町の必置

機関でございます。被保険者を代表する委員５名、保険医、または保険薬剤師を代

表する委員５名、公益を代表する委員５名の１５名で構成をされております。２８

年度は年２回開催をさせていただきました。 

 ４項趣旨普及費、１目趣旨普及費、予算現額６万３,０００円に対し支出済額は

４万１,７８１円、不用額は２万１,２１９円でございます。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般分療養給付費等でございます。予算現

額１５億８,９４３万８,０００円に対し、支出済額は１５億５,２７０万７,９７１

円で、不用額は３,６７３万２９円でございます。これは一般被保険者の医療費で

ございます。 

 ２目退職分療養給付費等、予算現額６,１６８万９,０００円に対し支出済額は５,

６２７万８,０８９円で、不用額は５４１万９１１円でございます。これは退職被

保険者の医療費でございます。 

 ３目一般分療養費、予算現額１,５０１万９,０００円に対し支出済額は１,４０

１万９,９６９円で、不用額は９９万９,０３１円でございます。主なものといたし

ましては、一般被保険者の療養費１,３９４万２５５円でございます。 

 ４目退職分療養費、予算現額６１万９,０００円に対し支出済額は５２万９,８３

５円、不用額は８万９,１６５円でございます。 

 ５目審査支払手数料、予算現額５０８万円に対し支出済額は４９０万４,１５２

円で、不用額は１７万５,８４８円でございます。主なものは、診療報酬審査支払

手数料４８３万９,９６６円でございます。 

 次に、３８０、３８１ページをごらんください。 

 ２項高額療養費、１目一般分高額療養費、予算現額２億３,６９２万１,０００円

に対し支出済額は２億３,３１７万４,８３３円、不用額は３７４万６,１６７円で

ございます。 

 ２目退職分高額療養費、予算現額１,２０６万５,０００円に対し支出済額は１,

０５９万１,２９７円、不用額は１４７万３,７０３円でございます。 

 ３項移送費、１目一般分移送費及び２目退職分移送費は支出がございませんでし

た。 
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 ４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、予算現額６３０万５,０００円に対し

支出済額は６３０万３,１５０円、不用額は１,８５０円でございます。対象者は１

５名で、一時金が１件当たり４２万円でございます。 

 次に、３８２、３８３ページをごらんください。 

 ５項葬祭諸費、１目葬祭費、予算現額２５０万円に対し支出済額は２１０万円で、

不用額は４０万円を生じております。対象者が４２名、葬祭費１件５万円の支出で

ございます。 

 ３款１項後期高齢者納付金等、１目後期高齢者支援金、予算現額２億８,３９６

万５,０００円に対し支出済額は２億８,３９６万４,９４４円、不用額は５６円で

ございます。 

 ２目後期高齢者関係事務費拠出金、予算現額２万円に対し支出済額１万９,１２

３円、不用額は８７７円です。 

 ４款前期高齢者納付金等、１項前期高齢者納付金等、１目前期高齢者納付金、予

算現額１８万２,０００円に対し支出済額は１８万１,８０４円、不用額は１９６円

です。 

 ２目前期高齢者関係事務費拠出金、予算現額２万２,０００円に対し支出済額は

２万１,９９１円で、不用額は９円でございます。 

 ３８４、３８５ページをごらんください。 

 ５款１項老人保健拠出金、１目老人保健医療費拠出金は支出がございませんでし

た。 

 ２目老人保健事務費拠出金、予算現額３万円に対し支出済額は１万１,０５６円

で、不用額は１万８,８４４円でございます。 

 ６款１項介護納付金、１目一般分介護納付金、予算現額９,８４２万５,０００円

に対し支出済額は９,８４２万４,６０３円、不用額は３９７円でございます。４０

歳から６４歳までの方が介護保険第２号被保険者で、各医療保険者を通じて介護保

険料を納付していただくものでございます。 

 ７款１項共同事業拠出金、１目高額共同事業医療費拠出金、予算現額７,０６８

万９,０００円に対し支出済額は７,０４４万１,１７５円、不用額は２４万７,８２

５円でございます。 

 ２目その他共同事業拠出金、予算現額１,０００円に対し支出済額３４３円で、

不用額は６５７円でございます。 

 ３８６、３８７ページをごらんください。 
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 ３目保険財政共同安定化事業拠出金、予算現額４億９,７８３万９,０００円に対

し支出済額は４億８,２５５万２,１４１円で、不用額は１,５２８万６,８５９円で

ございます。 

 ８款保険事業費、１項１目特定健康診査等事業費、予算現額１,４２０万１,００

０円に対し支出済額は１,３１２万２,７０９円で、不用額は１０７万８,２９１円

でございます。 

 主なものは１３節委託料１,１３６万７,１１０円で、特定健診委託料としての国

保連合会への支出分でございます。対象者は４０歳以上から７４歳までの方を対象

に、平成２８年度は対象者３,９９９人、受診者が１,２１９人で、受診率は３０.

５％でございました。 

 ２項保険事業費、１目疾病予防費、予算現額５６６万３,０００円に対し支出済

額は４８５万３,１６７円、不用額は８０万９,８３３円でございます。 

 主なものは次ページをごらんください。 

 １３節委託料３１２万２,８００円、これは脳ドック健診及びレセプト点検業務

委託料でございます。脳ドック健診につきましては１人当たりの単価が２万３,４

４０円、うち本人負担が３割分７,０４０円、市の負担が７割１万６,４００円で、

６２名の方が受診をされました。尾鷲総合病院と単価契約を結んでおります。また、

レセプト点検業務委託料は２１０万６,０００円でございます。脳ドックの受診者

数につきましては２８年度が６２名、２７年度が９３名でございました。 

 １９節負担金、補助及び交付金２４万６,０００円です。これは被保険者の健康

保持増進、疾病予防等を推進するため、健康づくり等の費用及びグラウンドゴルフ

大会補助金でございます。グラウンドゴルフ大会補助金が２２万５,０００円、健

康体操指導員年会費が２万１,０００円、これは福祉保健課分でございます。 

 ９款公債費、１項公債費、１目元金、予算現額、支出済額は同額で２,８８０万

円でございます。これは平成２２年度に借り入れを行った三重県国民健康保険財政

自立支援事業貸付金１億４,４００万円の元金償還金でございます。償還年度は平

成２４年度から２８年度の５年間となっております。 

 ２目利子は支出がございませんでした。 

 １０款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、予算現額１,９６５万３,０００円

に対し支出済額は１,８１１万３,４８８円、不用額は１５３万９,５１２円でござ

います。 

 １目一般分保険税還付金、２目退職分保険税還付金につきましては、税務課から
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御説明をさせていただきます。 

○吉沢税務課長  １目一般分保険税還付金につきましては、予算現額１８０万円

に対して支出済額６２万１,９００円、不用額１１７万８,１００円であります。 

 次の３９０、３９１ページをごらんください。 

 内訳は全て２３節償還金利子及び割引料で、税額変更等による国民健康保険税の

過誤納付還付金であります。 

 次に、２目退職分保険税還付金につきましては、予算現額３６万円に対して支出

済額はありませんでした。先ほどの一般分と同じく、国民健康保険税の退職分に係

る還付金を見込んでおりましたが、平成２８年度は支出が不用でありました。 

 説明を市民サービス課と交代いたします。 

○内山市民サービス課長  それでは、引き続きまして３目一般分償還金及び還付

加算金、予算現額１,７４９万２,０００円に対し支出済額は１,７４９万１,５８８

円で、不用額は４１２円でございます。これは平成２７年度の国庫支出金の療養給

付費等負担金の精算による返還金でございます。 

 ４目退職分償還金及び還付加算金は支出がございませんでした。 

 １１款基金積立金、１項基金積立金、１目財政調整基金積立金、予算現額、支出

済額ともに８,７０２万８,０００円でございます。国民健康保険財政調整基金の２

８年度末残高は１億１,０２４万２,０００円でございます。 

 最後に、担当係長より資料について御説明をさせていただきます。 

○小川市民サービス課係長  ただいま御説明させていただいた平成２８年度の歳

入歳出決算の内容を円グラフでお示しさせていただいたものです。なお、円グラフ

の金額につきましては１,０００円未満を四捨五入させていただいております。 

 歳入総額は３１億４,４８１万８,０００円、歳出総額は３０億３,１５４万７,０

００円となっております。 

 上の歳入の円グラフをごらんください。 

 主なものを説明させていただきます。国民健康保険税は４億９５２万円、率にし

て１３.０％です。国民健康保険加入者の減少と所得の低下、低所得者に対する軽

減措置の拡充により調定額が減少していることから、保険税収納額も減少傾向とな

っております。 

 国庫支出金は５億８,３２７万８,０００円、率にして１８.５％です。 

 前期高齢者交付金は８億６,３９２万２,０００円、率にして２７.５％です。前

期高齢者とは６５歳から７４歳までの方のことです。これは６５歳から７４歳まで
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の前期高齢者の方の医療費に対する社会保険診療報酬支払基金からの交付金のこと

です。 

 共同事業交付金は６億３７万１,０００円、率にして１９.１％です。 

 繰入金は３億５,０６９万２,０００円、率にして１１.２％です。これは市の一

般会計からの繰入金と財政調整基金からの繰入金の合計となります。 

 次に、下の歳出の円グラフをごらんください。 

 主なものを説明させていただきます。保険給付費は１８億８,０６０万９,０００

円、率にして６２.０％です。支出の主なものは、医療費のうち保険者である市が

負担する約７割分の療養給付費のほか高額療養費などです。歳出全体の６２ .０％

を占めており、保険給付費の増減は国保特別会計の財政運営が左右されるほどの大

きな経費となっております。 

 共同事業拠出金は５億５,２９９万４,０００円、率にして１８.２％です。 

 次ページをごらんください。 

 財政調整基金の推移でございます。平成２８年度末残高は１億１,０２４万２,０

００円となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○内山市民サービス課長  以上で平成２８年度国民健康保険事業特別会計の説明

とさせていただきます。 

 続きまして、後期高齢者をよろしいですか。 

 それでは、決算書３９６、３９７ページをごらんください。 

○三鬼（孝）委員長  課長、ちょっと待って。委員の皆さん、４時を過ぎますけ

れども、御協力をお願いします。 

○内山市民サービス課長  平成２８年度の決算は、歳入の収入済額合計６億２,６

１８万７,５０３円に対し、３９８、３９９ページをごらんください。歳出の支出

済額は６億８５９万５,７１４円で、歳入から歳出を差し引いた形式収支は１,７５

９万１,７８９円となっており、昨年度と比較しますと２３１万１６０円の減額と

なりました。 

 次ページをごらんください。 

 歳入から御説明を申し上げます。 

 １款後期高齢者医療保険料につきましては、税務課長から説明をさせていただき

ます。 

○吉沢税務課長  １款後期高齢者医療保険料の予算現額は１億８,７７６万５,０
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００円に対して調定額１億９,１３５万８,２８３円、収入済額１億８,８９７万６,

５６２円、不納欠損額４万８,７８９円、収入未済額２３３万２,９３２円でありま

す。 

 委員会資料１４ページをごらんください。 

 こちらは後期高齢者医療保険料の不納欠損額の調書であります。右下合計欄をご

らんください。ごらんのとおり平成２８年度は３件、３名分、４万８,７８９円の

不納欠損処分を行っております。 

 次に、委員会資料８ページをごらんください。 

 後期高齢者医療保険料の前年度比較について説明をいたします。 

 まず、表９、調定額をごらんください。 

 合計欄をごらんください。平成２８年度の後期高齢者医療保険料の調定額は、前

年度に比べ１,２８９万３３８円増加いたしました。特別徴収、普通徴収ともに増

加しております。この調定額の増加につきましては、保険者数の増加や平成２８年

度の保険料の改定により均等割額、所得割額ともに増加したことが要因であります。 

 次に、表１０、収入済額をごらんください。 

 調定額の増加と比例して収入済額も増加しております。 

 次に、表１１、収納率をごらんください。 

 後期高齢者医療保険料の現年度分の収納率は９９.３％、前年度収納率９９.２％

から０.１ポイント改善しております。過年度分は５５.３％で、前年度分５１.

５％と比較すると３.８ポイント改善しております。全体の収納率は９８.８％と前

年度から０.１ポイント向上しております。 

 後期高齢者医療保険料の前年比較は以上であります。なお、委員会資料の９ペー

ジにはより詳細な保険料の収納実績表を掲載しておりますので、こちらのほうは後

ほど御参照ください。 

 説明を市民サービス課と交代いたします。 

○内山市民サービス課長  続きまして、決算書４００、４０１ページをごらんく

ださい。 

 ２款１項１目繰入金、予算現額４億５７３万１,０００円に対し、調定額及び収

入済額は同額で４億５７３万８１円でございます。 

 １節事務費繰入金、調定額及び収入済額は同額の３億１,９８０万５,０００円で

ございます。 

 ２節保険基盤安定繰入金、調定額及び収入済額は同額の８,５９２万５,０８１円
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です。保険基盤安定繰入金は、一般会計の１４款県支出金、１項県負担金、２目民

生費県負担金、１節社会福祉費負担金、後期高齢者基盤安定負担金の歳入、県負担

分が４分の３、市負担分４分の１を合わせて一般会計から後期高齢者医療事業特別

会計へ繰り入れるものでございます。 

 ３款諸収入、１項、２項につきましては、税務課より説明をさせていただきます。 

○吉沢税務課長  ３款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金につき

ましては、予算現額１万２,０００円に対して調定額及び収入済額は同額の４万６,

７００円であります。これは後期高齢者医療保険料の延滞金であります。 

 次に、２項償還金及び還付加算金、１項保険料還付加算金及び還付加算金につき

ましては、予算現額１００万円に対して調定額及び収入済額は同額の４万５,５０

９円であります。これは市が本人に支払った後期高齢者医療保険料還付金及び還付

加算金分に対する広域連合からの収入でございます。 

 説明を市民サービス課と交代いたします。 

○内山市民サービス課長  それでは、３項１目雑入、予算現額ゼロ円に対しまし

て、調定額及び収入済額は同額で１,１４８万６,７０２円でございます。これは２

７年度に支出した三重県後期高齢者医療広域連合に対する療養給付費負担金の精算

金でございます。 

 ４款繰越金、次ページになりますが、１項１目繰越金、予算現額１,９９０万２,

０００円に対し、調定額及び収入済額は同額の１,９９０万１,９４９円でございま

す。これは前年度からの繰越金でございます。 

 次に、４０４、４０５ページをごらんください。 

 歳出の説明でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額８７３万９,０００円

に対し支出済額は８５９万８,７４８円で、不用額は１４万２５２円でございます。

主なものといたしましては、１９節負担金、補助及び交付金３３１万７,０００円

で、総合住民システムの利用負担金でございます。 

 ２項徴収費につきましては、税務課長から説明をさせていただきます。 

○吉沢税務課長  １款総務費、２項１目徴収費につきましては、予算現額１７９

万１,０００円に対して支出済額１４３万２,４３７円で、不用額３５万８,５６３

円であります。 

 支出済額の内訳を申し上げます。 

 ７節賃金につきましては、総務課説明分でありますので割愛させていただきます。 
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 まず、１１節需用費の支出済額は２０万５,９８７円で、事務用消耗品費と印刷

製本費であります。 

 次に、４０６、４０７ページをごらんください。 

 １２節役務費の支出済額は４４万６７７円、主なものは通信運搬費３９万９,９

０６円であります。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額は２万４,０００円、複合機使用料でありま

す。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額は５６万４,７９２円で、納付書共同

印刷負担金であります。 

 説明を市民サービス課と交代いたします。 

○内山市民サービス課長  それでは、２款１項１目広域連合負担金、予算現額５

億８,７５７万円に対し支出済額は５億８,３２０万９,２４２円、不用額は４３６

万７５８円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の内訳につきましては、備考欄をごらんいただき

たいと思います。 

 次に、３款諸支出金、１項につきましては、税務課より説明をさせていただきま

す。 

○吉沢税務課長  １目保険料還付金及び還付加算金につきましては、予算現額１

００万円に対して支出済額４万５,５０９円、不用額９５万４,４９１円であります。 

 次の４０８、４０９ページをごらんください。 

 内訳のほうは２３節償還金、利子及び割引料で、保険料変更に伴う過誤納還付金

であります。不用額につきましては、償還金の支出の確定額の見込みが難しいこと

から、予算見込みは若干余裕を持って見込んでおります。そのようなことから不用

額となったものであります。 

 説明を市民サービス課と交代いたします。 

○内山市民サービス課長  それでは、引き続き４０８、４０９ページをごらんく

ださい。 

 ３款諸支出金、２項繰出金、１項一般会計繰出金、予算現額１,５３１万円に対

し支出済額は１,５３０万９,７７８円、不用額は２２２円でございます。療養給付

費負担金の２６年度精算分及び前年度事務費精算分でございます。 

 以上をもちまして、平成２８年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算の説明とさせていただきます。 
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○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 市民サービス課と一部税務課に係る議案第４９号、平成２８年度尾鷲市一般会計

歳入歳出決算の認定のうち、歳出の説明と議案第５０号、平成２８年度尾鷲市国民

健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第５１号、平成２８年度

尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明が終わりまし

た。 

 質疑についてはあすから行いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 本日はこれをもって散会いたします。御苦労さんでした。 

（午後 ４時０６分 閉会） 

 


